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Preface
はじめに

English-language competency for the workplace 
and communication in everyday life is central to 
the global competitiveness of organizations, and to 
the life prospects of individuals around the world. 
High quality, accurate, reliable, fair, and valid 
assessments of English proficiency are key to 
evaluating and improving such competencies. 

Since 1979, the TOEIC Program tests have been 
trusted by businesses, governments, and 
educational institutions globally to evaluate real-
life workplace and daily English-language 
communication skills. Millions of TOEIC tests 
have been administered annually by over 14,000 
organizations across more than 160 countries. 

As the creator of the TOEIC program, ETS has 
led the measurement field for more than 75 years 
in developing and administering high-quality 
assessments that are built on a foundation of 
research and evidence.

With the rapid expansion and integration of 
diverse technologies, including artificial 
intelligence-based methodologies, into assessment 
development and scoring, considerations regarding 
the quality, fairness, and impact of assessments 
for diverse test-taker populations are more critical 
now than ever. Optimizing the use of technology 
while simultaneously advancing these core 
assessment tenets for individuals from different 
cultural and language backgrounds has been a 
sustained focus of research in support of our 
TOEIC program assessments. 

職場や日常生活のコミュニケーションにおける英語能力は、

組織の国際競争力や世界中の人々の将来の展望において

中核を成すものです。こうした英語能力を評価し、向上させる

うえで要となるのが、信頼性・公平性・妥当性のある高品質

かつ正確な英語能力テストです。

1979年以降、TOEIC Programは現実世界の職場や日常

における英語コミュニケーション能力を評価するテストとして、

世界中の企業、政府、教育機関からの信頼を得てきました。

TOEIC Programのテストは、世界160ヵ国余りの14,000以

上の企業・団体で活用されており、年間受験者数は何百万

人にも及びます。

 

TOEIC Programの開発団体であるETSは、リサーチとエ

ビデンスを土台として構築された高品質なテストの開発・実

施を通じて、測定分野を75年余りにわたって率いてきました。

テスト開発や採点において、AIに基づく手法を含むさまざま

な技術の拡張や統合が急速に進む今日では、多様な受験

者母集団を念頭に、テストの品質・公平性・影響に配慮する

ことの重要性がかつてないほどに高まっています。最適な形

で技術を導入しながら、同時に、文化・言語的背景の異なる

個々人に配慮したテストの中核的な原則を発展させていくこ

と──これがTOEIC Programを支える研究の焦点であり

続けてきました。
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The Quality Perspectives of the TOEIC Program 
frames the foundations and dimensions of quality 
that are central to the appropriate use of these 
assessments and the interpretation of scores. It 
provides score users with essential explanations of 
the design and development of the TOEIC 
program as well as key updates on validity, 
fairness, reliability, washback, and other 
fundamental quality attributes of these 
assessments.
 
Finally, we would like to express our sincere 
gratitude to the Institute for International Business 
Communication (IIBC)̶a long-term partner with 
ETS since the development stage of the TOEIC 
Program, and who administers the TOEIC 
Program tests and provides related services and 
research in Japan̶for their great support of this 
booklet project.

本冊子Quality  Perspectives  of  the TOEIC Program

は、テストの適切な使用とスコア解釈の中核となる「品質」に

ついて、その基盤や諸相を解説するものです。スコア利用者

の皆様には、本冊子を通じて、TOEIC Programの設計や

開発に関する最も重要な要素のほか、テストの妥当性、公平

性、信頼性、波及効果などを含めた基礎的な品質特性に関

する主要な最新情報について、ご理解を深めていただけれ

ば幸いです。

 

最後に、本冊子の企画制作にあたり、TOEIC Program開

発時からの長期にわたるETSのパートナーであり、日本にお

けるTOEIC Programの実施運営、関連サービスや調査の

提供を担う一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会

（IIBC）の皆様から多大なるサポートを賜りました。この場を借

りて、心より感謝の意をお伝えいたします。 

Dr. Kadriye Ercikan
Vice President

Research and Measurement Sciences
ETS
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About the Contributors:
The editor-in-chief, authors, and reviewers
編集主幹、著者、レビュアーについて

東アジア地域を中心に、言語の教授・学習・テストに
関する研究およびアウトリーチ活動に従事。タスクに
基づく言語教授、テストの妥当性検証、プログラム評
価、リサーチシンセシス、メタアナリシスを専門とする。

編集主幹
Editor-in-chief

Dr. John M. Norris
主席研究員（ETS Japan）

ETSにおいて、TOEIC Programの心理測定品質
の監視に従事。データ分析・心理測定業務全般の
総監督およびリーダーを務め、TOEIC Programに
おける心理測定研究の発展に寄与している。

著者
Author

Dr. Jaime Cid
心理測定・データ分析ディレクター（ETS）

言語テストの研究者として、TOEIC Programに
関する研究の実施・コーディネートに携わる。研究
成果を通じて、テストの設計、開発、スコアのマッピン
グ、妥当性検証に寄与している。

著者
Author

Dr. Jonathan Schmidgall
上級研究員（ETS）

ETSにおいて、言 語テスト研 究および TOEIC 
Programに関する研究に従事。研究テーマは第二
言語のライティングテスト、テクノロジーを活用した言
語テスト、職場における言語能力のテストなど。

著者
Author

Dr. Saerhim Oh
研究員（ETS）

言語教育・テスティング分野の調査研究の分析の
ほか、調査報告レポートやアウトリーチ記事の執筆
に携わる。英語学習者向けの教材開発にも従事。

著者・編集補助
Author and assistant editor

Reiko Komatsu
調査研究員、

アウトリーチスペシャリスト（IIBC）
ETSにおいて19年間にわたり、TOEIC Program
のテストおよび関連する教育・学習コースやコンサ
ルティングサービスの企画、設計、開発、実施を率
いた。

レビュアー
Reviewer

Dr. Feng Yu
アドバイザー

ETSにおいてTOEIC Program等のテスト設計・
開発を統括。妥当性や規準設定に関する幅広いリ
サーチ経験を有すると共に、スコアマッピングの権威
でもある。

レビュアー
Reviewer

Dr. Richard J. Tannenbaum
テスト開発担当アソシエイト・
ヴァイス・プレジデント（ETS）





TOEIC Programの
開発ストーリー11

Section

グローバル化が加速する1970年代後半、実践的な英語コミュ
ニケーション能力を測るテストの必要性を痛感した３人の日
本のビジネスリーダーたち。彼らは世界最大の非営利テスト
開発機関であるETSに協力を求めます──これがTOEIC 
Program誕生への第一歩となりました。ここでは、「世界共通
の英語能力テスト」を提供するTOEIC Programの開発ストー
リーを紐解いていきます。

1979年の誕生から「今」、そして未来へ──
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TOEIC Program 誕生前夜

理念を胸に日本から
米国プリンストンへ 

　

　「日本のビジネスパーソンに、人間同士の関係を築け

る英語コミュニケーション力を身に着けてほしい」──

北岡靖男はこの理念を胸に、1977年の風の強い寒い

日、米ニュージャージー州プリンストンをひとり訪れていま

した。世界最大の非営利テスト開発機関であるETS

に、後のTOEIC Listening & Reading Test（以下、

TOEIC L&R）の開発を依

頼するためです。

　北岡は1986 年に国際

ビジネスコミュニケーション

協会──現在のIIBCの

前身であり、当時は通商

産業省（現在の経済産業

省）管轄の公益財団法人──を設立した人物です。北

岡は24年間にわたり、世界的に知られる「Time」誌を

発行するタイム社に所属し、同社ニューヨーク本社勤

務やアジア総支配人を務めるなどの経験を積んでいま

した。

　訪問を受けたETSは「北岡とは誰なのか？」という疑

問を抱き、身元照会先のタイム社に問い合わせました。

すると同社のプレジデントから「ああ、Kit（北岡の愛称）！　

ええ、もちろん知っていますよ。彼は元気ですか？」との答

えが返ってきたことで、面会の実現に至りました。

　北岡から依頼を受けたETSでは、第一世代の

TOEFL® Testsをすでに開発済みでした。そのため、

彼らは当初、「英語を母語としない人たちを対象とする

英語能力テストとしては、すでにTOEFL Testsがある

のだから、新たにテストを作る必要はない」という考えを

持っていました。

　ですが、北岡の理念が揺らぐことはありませんでした。

そこには日本人として外資系企業に長年勤めながら、グ

ローバル化の波にもまれる日本のビジネスパーソンたち

を見つめてきた、彼ならではのある思いや体験があった

のです。

即戦力としての国際要員の
育成が急務に 

　

　当時の日本は高度経済成長期を経て、すでにGNP

において米国に次ぐ世界第２位にまで上り詰めた経

済大国となっていました。一方で、米国を初めとする先

進諸国との間に貿易摩擦が生じ、その回避策として現

地生産・販売を軸にした海外直接投資型へのシフトが

加速していました。こうした海外活動の構造変化によっ

て、現地に派遣する社員の増員が不可避となった企業

では、即戦力としての国際要員の育成が急務の課題と

なっていました。実際に、日本人と現地のビジネスパーソ

ンの間で、言語や習慣の違いを原因とするコミュニケー

ション上のあつれきが生じる場面も、少なくありませんで

した。

　北岡はそうした状況をつぶさに見ながら、強い思いを

抱いていました。

　「海外の人たちとコミュニケーションを図ることなく、単

にモノを売ったりお金を投資したりするだけでは、いずれ

北岡靖男
（1928～ 1997年）



09
Quality perspectives of the TOEIC Program

TOEIC Programの
開発ストーリー

Section

11

日本企業は立ち行かなくなる。心の通ったコミュニケー

ションを通じて、お互いに信頼し思いやる人間関係を築

いていかなければならない。

　そのためには、知識としての英語ではな

く、実際にコミュニケーションを図るための

スキルとしての英語能力を身に着ける必

要がある。それも、海外部門など特定の人

だけでなく、多くの日本人が英語コミュニ

ケーションのスキルを磨かなければならな

い時代がやってくる」

　そして、ETSとの交渉の場でこう訴えま

した。

　「異なる言語や文化、伝統の中で生きて

きた世界中の人たちの間でビジネスを成り

立たせるためには、世界共通の言語とし

て英語を身に着けなければならない。

　そのために、ビジネスの現場で必要な

英語能力を測る、世界共通のテストが求められてい

る。TOEFL Testsで培ってきたノウハウを、ビジネス

パーソンを対象にしたテスト開発に生かせれば、ETSは

世界に対して多大な貢献を果たすことができる」

　この北岡の情熱と揺るぎない理念に、

ETSのスタッフたちも深く心を動かされま

した。ですが、非営利団体であるETS

はこれまで政府、教育機関や各種財団

からの依頼のみを受け付けており、北岡

のような個人からの依頼に対応すること

が困難な状況でした。

事態を切り開いた
日本のキーパーソン２人 

　

　この事態を切り開いた重要人物たち

がいました。そのひとりとして中枢的な役

割を果たしたのが、旧通産省出身の渡

辺弥栄司です。渡辺は官房長や通商局

長などを歴任後、実業家に転身し、日中

国交正常化に注力。1972年に日中経済

協会を設立し、理事に就任しました。かねて北岡と親交

のあった渡辺もまた「これからの日本人は、相手が話し

単
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日米貿易摩擦の主な経緯

貿易摩擦が生じた
輸出製品
● 繊維
● 鉄鋼
● カラーテレビ
● 自動車
● 半導体
● コンピュータ、 etc.

1950年代

～

1970年代

1980年代

～

1990年代

1972年 沖縄返還・日米繊維協定
  　➡日本、繊維製品の対米輸出を自主規制

1981年 日本、自動車の対米輸出の自主規制を開始
1985年 プラザ合意（円高ドル安へ）➡日本からの輸出が減少
1989～1990年 日米構造協議
1993～1994年 日米包括経済協議
1993年 日本車の米国現地生産台数が対米輸出台数を上回る
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ていることを理解したうえ

で、自分の意見を明確に伝

えるといった、生きた英語力

を身に着ける必要がある」

という考えを持ち、北岡と理

念を共にしていました。

　北岡から、ETSに開発

依頼をするためにはテストを実施・運営する組織が必

要との相談を受けた渡辺は、このテストの開発は「貿易

促進に必要な人材育成」に寄与するものであるため、

通商産業省が扱うべきと考え、同省に対し、「一分一秒

を争う重要な案件であるから、すみやかに認可してほし

い」と働き掛けました。同省も渡辺のミッションに賛同し

ました。この新しいテストに関わる事業は、日本人や日本

企業の国際化に大きく貢献するものであることを認めた

のです。

　ここに至るまでには、もうひとりのキーパーソンがいまし

た。三枝幸夫です。三枝

は北岡のタイム社時代の

同僚でした。北岡の構想

を聞いた三枝は、「日本

の英語教育を変えるなら、

ビジネスパーソンの英語

コミュニケーション能力を

測るモノサシを開発する必要があり、それにはTOEFL 

Testsを開発しているETSに依頼したらよいのではな

いか」と助言したのです。この助言がなければ、北岡と

渡辺がETSと出会うことはなかったかもしれません。後

に三枝は早稲田大学教授として言語学の指導に当たり

ながら、TOEIC Programを基準とした英語能力に関

するさまざまな調査・研究に尽力しました。

　こうして北岡、渡辺、三枝という３人のキーパーソンの

理念と情熱がETSを動かし、1977年、TOEIC L&Rの

開発が正式にスタートしました。

渡辺弥栄司
（1917～ 2011年）

三枝幸夫
（1931～ 2005年）
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TOEIC Programの
開発ストーリー

Section

11

テスト設計の基本コンセプト 　

　ETSに開発を依頼したTOEIC L&Rの基本コンセ

プトは「英語によるコミュニケーション能力を正確に測

定し、目的や目標に照らしてどのレベルに位置するか、

それぞれに基準を与えることのできるテスティングシステ

ム」というものでした（後に発信力を直接測

るTOEIC Speaking & Writing Testsも

開発されました）。

　そして、次の点も重要な要素とされま

した。

●初級から上級までの幅広い能力範囲

を測定できる

●特定の国や文化の英語使用に偏ら

ず、国際共通語としての英語能力を測

定する

●出題内容はビジネスシーンを取り上げ

ていても、必要とされる英語力があれ

ば誰でも理解できる言葉で構成する

　これらは開発当初から現在まで、TOEIC Program

全体の設計思想の中核を成しており、このテストプログ

ラムが「世界共通の英語能力テスト」と言われる所以

でもあります。

　こうした設計思想を具現化する第一歩として、ETS

がテスト開発の着手時に取り組んだのが、フィールドスタ

ディでした。TOEIC L&Rは、国際的な職場や日常生

活で実際に必要とされる「国際共通語としての英語を

使ったコミュニケーション能力」の主要な要素を測るテス

トです。では、「国際共通語としての英語」とは実際に

どのようなものなのか？　まずは、その定義を行うための

エビデンスを集める必要があったのです。

　ETSは調査団を編成し、さまざまなグローバル企業

で英語を使ってビジネスを行う人々を対

象に、リスニングとリーディングのタスク

や、それらに求められる英語知識に焦点

を当てながら、ヒアリングや談話パターン

の分析を実施しました。明らかになった

のは、主に次のようなことでした。

●英語圏以外の人たちが参加するミー

ティングでは、米国人同士の会話で話

されるようなイディオムや口語表現は

使用されない

●ビジネスシーンで用いられる文章は、

学術論文のようなボリュームのあるも

のでなく、コンパクトにまとまっており、

表現も簡潔で明瞭なものである

●プレゼンテーションの場面においては、図表が用いら

れることが多い

　ETSはこれらを含むフィールドスタディから得た知見

に基づき、現実のグローバル企業での英語使用の実態

から抽出された特徴を組み込んだ言語モデルを「国際

共通語としての英語」と定義づけ、テスト問題形式や内

容の開発に反映していきました。そのため、テストの開

TOEIC Programの誕生、そして未来へ
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発メンバーも、世界各国で英語を教えた経験のある専

門家たちが選ばれました。

　さらに、初級から上級までの幅広い能力範囲を高い

精度で測定するためには、どうしても問題数が多くなり、

テスト時間も長くなりがちでしたが、ETSの開発者たち

は、テスティングに関する高度な知見、高い専門性と技

術を最大限に活かし、テストの信頼性を担保しながら、

現実的に運用可能なテストの仕様を設計していきまし

た。また、彼らは幾度もパイロットテストを繰り返し、テスト

問題や設計の品質を測り、テストに基づく解釈や意思

決定における極めて高い妥当性を担保していきました。

「世界共通の英語能力テスト」として
進化を続けるTOEIC Program

　

　こうした努力の甲斐があり、1979 年 12月、TOEIC 

L&Rは第１回公開テストを迎えます。この第１回は日本

全国５都市での実施（受験者数は2,773名）でしたが、

1980年には６都市、1990年には20都市、2000年には

57都市と、数十年の間に急速な増加の一途をたどり、

2022年時点では約80都市で実施されています。1981

年には、一般の個人受験者向けの公開テストに加えて、

企業や大学などが団体単位で実施する、TOEIC L&R 

IPテストもスタートしました。

　2001年からは、初・中級英語学習者のニーズに対応

した TOEIC Bridge Listening & Reading公開テ

スト／ IPテストを開始。2006年12月からは、発信力の

重要性を踏まえ、これまでのTOEIC L&Rに加えて、 

TOEIC Speaking & Writing Testsの提供が始まり、

TOEIC Testsは英語４技能全てを測定できる、包括

的なテストプログラムへと進化を遂げました。さらには、

TOEIC Bridge Testsも2019年に４技能の測定が可

能なテストにリデザインされています。

　そして2023年現在、TOEIC Programの各テスト

──TOEIC TestsおよびTOEIC Bridge Tests──

はアジア、北米、アフリカ、南米、ヨーロッパを含む世界

160余りの国・地域において実施されており、利用団体・

企業数は14,000を超えます。

　こうしたテストの発展に反映されるように、ETSでは、

TOEIC Programの各テストが国際的な日常生活や職

場における英語コミュニケーションのニーズに即した測

定を確実に提供できるよう、常にTOEIC Programのモ

ニタリングと評価を行っています。将来的に必要に応じ

て各テストの基礎設計や内容のアップデートを実施する

TOEIC Programの誕生を報じる記事（朝日新聞、1979年10月4日）
朝日新聞社に無断で転載することを禁じる　承諾番号：25-3119

第１回 TOEIC L&R公開テストのポスター
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TOEIC Programの
開発ストーリー

Section

11

際には、こうした品質を保証するための取り組みを通じ

て得られる知見を活用していきます。

　当時ETSの交渉窓口を務め、TOEIC Programの

初代担当ディレクターとしてTOEIC L&Rの開発を指

揮したプロタース・ウッドフォード（Protase Woodford） 

は、後にこう振り返っています。

　「北岡氏はエネルギッ

シュなビジネスパーソンで

あり、かつ忍耐力のある献

身的な理想家でした。北

岡氏は国際舞台におい

てビジネスを展開すること

は、異なる文化と伝統を結ぶ架け橋として役立つと考

えていたようです。また、人々をより結びつけるために

言葉が演じる中心的役割を十分理解していました。

　現在、世界中の数百万という人々に利用されるまで

になったTOEIC Programは、彼の夢と理想を実現

したものです」

　TOEIC Programは、北岡、渡辺、三枝という３人の

ヴィジョナリーたちの理念が、ETSという世界最大のテ

スト機関と出合ったことで産声を上げました。そして、約

40年以上を経た今日もなお、その理想を追求し続けて

います。

プロタース・ウッドフォード
（Protase Woodford）

※個別テスト名などに関しては、現在の表記を使用。IPテストは団体特別受験制度（IP：Institutional Program）の略称。

TOEIC Programの歩み

20011979 2006

TOEIC Bridge Testsは
４技能を測るテストに

2016 2019

TOEIC L&R
誕生

TOEIC L&R
改訂

TOEIC S&W 
誕生

TOEIC Bridge
L&R誕生

TOEIC Bridge 
Tests 改訂

TOEIC L&R
アップデート

TOEIC Testsは４技能を測るテストに





ETS──世界最大の
非営利テスト開発機関

TOEIC Programの開発を手掛けるETSは、公平で平等な
教育テストを求める人々の声に応える形で誕生し、世界最大
の非営利のテスト機関として、世界中の教育・学習をサポート
しています。ここでは、ETSの創立ストーリーと共に、教育測
定分野に大きな影響を与え続ける研究開発活動についてご
紹介します。

Believing in the life-changing power
of learning for over 70 years

22
Section
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1947年の創立以来、テスティング分野の先駆けとして

世界の教育測定・テスト分野を
牽引するETS

　

　TOEIC Programを開発したETSは、米ニュー

ジャージー州プリンストンに拠点を置く、世界最大

の非営利テスト開発機関です。

　創立は1947年。「教育の品質と平等の向上」をミッ

ションに掲げ、世界中に数千名の専門家やスペシャ

リストを擁し、世界中の学習者や教育者、教育機関、

企業、政府機関に調査研究や学習に関するソリュー

ションを提供しています。

　ETS が 開発するテストは TOEIC  Program や

TOEFL Testsのほか、大学院や専門学校の入学

共通試験のGRE® Test、教員資格試験のPraxis® 

Testsなど、その分野や目的は多岐にわたります。

　また、ETSでは経験を積んだ教育者たちと密接に

連携しながらテスト問題の執筆やレビューに取り

組んでおり、それが適切かつ信用のおけるテストの

提供につながっています。

　現在、ETSが制作・実施・採点するテスト数は年

間数千万本を数え、世界200ヵ国余りの9000を超え

る地域で受験されています。

　このように、世界の教育測定・テスト分野の中心

的な役割を担うETSですが、そのコミットメント

──最先端の測定理論と実践に基づき高品質なテ

ストを提供する──の根源となったものは、20世紀

初頭に浮上した教育の平等、公平性、機会に関する

課題の数々でした。

教育の不平等と
変革への第一歩

　
　遡ること約100年前の1933年。アメリカは大恐慌

の最中にありました。失業率は史上最高値を記録し、

見通せない将来への不安が国全体を覆う中、東海岸

の上流階級の暮らしぶりは以前と変わらず豊かで、

最エリート層の子息の多くはハーバード大学へと進

学していきました。

　当時、ハーバード大学に門戸が開かれていたの

は、最高位の私立学校に通った学生に限られてお

り、そのほとんどが代々富を築いてきた家系の出身

でした。

　こうした国家の経済危機を目の当たりにし、変革

の必要性を胸に立ち上がったのが、若くしてハー

バード大学総長に就任したジェイムズ・ブライアン

ト・コナント（James Bryant Conant）教授でした。

　彼は能力評価を主軸にした入学制度により、米国

全土を代表する最も優秀な学生をハーバード大学に

入学させることで、教育の不平等を是正したいと考

えました（それでも当時は変革の対象に女性は含まれて

いませんでした）。

　このコナントの構想は、上流階級からは必ずしも歓

迎されたわけではありませんでした。
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　ですが、コナントはハーバード大学の入学制度を抜本的に改革するプロジェクトを立ち

上げ、その遂行を託せる人物を探しました。そこで白羽の矢が立てられたのが、ハーバー

ド大学を卒業し、同大学の進学準備校で教えていた青年でした。

　コナントはその青年に、ハーバードに戻ってプロジェクトを推進するよう依頼したので

す。この青年の名はヘンリー・チョンシー（Henry Chauncey）、後にETS初代プレジデン

トに就任する人物です。

ジェイムズ・ブライアント・コナント（1893〜1978年）

Copyright © 2008 ETS. www.ets.org. Items from ETS 60th Anniversary video are reprinted by permission of ETS, the copyright owner. All other information contained 
within this publication is provided by The Institute for International Business Communication (IIBC) and no endorsement of any kind by ETS should be inferred.

ヘンリー・チョンシー（1905〜2002年）

「
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す
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ン
ト
（
1
9
3
3
年
　
月
）

12
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高等教育への門戸が
米国全土に開放

　

　コナントの命を受けたチョンシーは、黎明期にあっ

た知能テスト分野で革新的な研究を進めていたカー

ル・ブリガム（Carl Brigham）に面会します。

　ブリガムはthe College Entrance Examination 

Board（大学入試委員会；通称カレッジ・ボード）に所属

していました。カレッジ・ボードは1900年に12の大

学から成るコンソーシアムを主体として結成され、

それまで各大学が個別に開発・実施していた大学入

試を共通化することを目指していました。

　当時ブリガムはプリンストン大学からの出向とい

う形で、現在のSAT（全米大学入学共通試験）の原型の

一部となるthe Scholastic  Aptitude Testを開発

していました。

　1934年、チョンシーはカレッジ・ボードの協力を

得て、ブリガムが開発したthe Scholastic Aptitude 

Testをハーバード大学の奨学金入学試験に導入し

ます。そして、それからわずか数年後の1937年、14の

大学が同テストを導入。米国全土の多様な学生に対

し、その門戸を開きました。

　その結果、これまで富と権力に独占されていた高

等教育が広く開放されていき、大学教育を受けた

人々が急速に増加し、とりわけ米国の科学研究者の

コミュニティは急拡大を遂げます。

　第二次世界大戦の終結までには、米国の科学研究

者コミュニティは国家の軍事・経済の安全保障にお

いて極めて重要な役割を担うようになり、それが高

等教育への比類ない規模の投資へとつながっていき

ました。

統一的なテスト機関として
ETSが誕生

　
　1946年、入試テスト開発への機運のさらなる高

まりを背景に、コナントは統一的なテスト機関の

設立を構想し、チョンシーにその実現化を依頼し

ました。

　起業家として成功していたチョンシーは、米国の

主要な３つのテスト機関の代表に声を掛けます。１

つは、先述のカレッジ・ボードです。２つ目は、the 

American Council  on Education（全米教育評議

会）です。同評議会は教員資格試験のthe National 

Teacher  Examination を開発していました。そ

して３つ目は the  Carnegie  Foundation  for the 

Advancement of Teaching（カーネギー教育振興財

団）です。同財団はGRE® Testの開発を手掛けてい

ました。

　これら３つのテスト機関はチョンシーの多大な

尽力を背景に、長時間に及ぶ交渉を重ね、それぞれ

が保有するテストプログラムや、資産の一部を統合

する方法について合意に至りました。

　そして1947年12月19日、ついに３機関を統合し

た新たな非営利テスト機関として、ETSが誕生し

たのです。

　初代プレジデントにはヘンリー・チョンシーが、

そして会長にはジェイムズ・コナントが就任しま

した。

　以来、ETSは今日に至るまで、教育の品質と平等

の向上に尽力する科学者や専門家が世界中から集

まる場で在り続け、米国のみならず世界中のテス

ト・教育分野において革新的なソリューションを

提供しています。
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1947年12月にニューヨーク州大学評議会から授与された認可書。

ETSは創立当初、ニュージャージー州プリンストンのナッソー通りの一角で運
営していた。

Copyright © 2008 ETS. www.ets.org. Items from ETS 60th Anniversary video are reprinted by permission of ETS, the copyright owner. All other information contained 
within this publication is provided by The Institute for International Business Communication (IIBC) and no endorsement of any kind by ETS should be inferred.

ETS創立までの歩み 関連する世界の出来事

1934年 ●� ハーバード大学がthe Scholastic Aptitude Test�
（現SATの原型の一部）を導入

1937年 ● �the Scholarship Test（一部に the Scholastic 
Aptitude Test を含むテスト一式）を14大学が導入

● �GRE® Test をハーバード大学、イエール大学、プリンス
トン大学、コロンビア大学が試験的に導入

1946年 ●� 3つのテスト開発機関「カレッジ・ボード」「全米教育
評議会」「カーネギー教育振興財団」が統合に向けて
協議を開始

1947年 ●�ETS創立

1929〜1930年代	世界大恐慌

1939〜1945年	 第二次世界大戦

1944年	 �米国で軍人社会復帰法が
成立

	 ➡�復員兵への学費援助制
度（通称GIビル）により、
大学入学者が急増

　心理測定・教育テスト分野の発展と向上を牽引

する主要な先駆者として歩み続けたETSの70年余

りにわたる軌跡は、同分野の黎明期からの歩みと重

なります。

　次項では、ETSの研究方針や歴代の研究者たち

の主要な研究実績にスポットを当てます。
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最も優秀な科学者を
惹きつける研究環境を実現

　

　ETSの初代プレジデントを1970年まで務めたチョ

ンシーは、その就任期間中に、研究活動（conduct of 

research）の重要な様式を確立しました。

　学術的な自由を重視した彼は、研究者それぞれ

が独立した考えを持ち、ETSが開発したテストに

対して建設的な批判を行うよう奨励しました。そ

うした風土こそが、ETSによって開発されるテス

トの品質向上を促すと考えていたのです。

　これに加え、研究結果については、企業秘密や機

密情報を含まない限りは全て公開するという方針

を打ち出します。たとえETSのテストにとって好

ましくない結果であっても、それらを隠蔽すれば、

ETSが自らの目的のために供する「プロパガンダ」

の生産組織になり下がってしまうとの理由からで

す。また、この公開方針の背景には、教育および測

定分野の向上をETSの組織としての義務と捉え

たチョンシーの思想もありました。

　チョンシーはさらに、テストプログラムの開発

資金とは別に、短期的なビジネスニーズに左右さ

れない、長期的な未来を見据えた研究プロジェク

トのための資金源を確保することに尽力しまし

た。これにより、テストプログラムの新規開発と、

広範なテーマにわたる革新的な調査研究を同時に

推進していったのです。

　こうした方針に基づく研究活動によって、ETS

は最も優秀な科学者たちを惹きつけ続ける研究環

境を築き上げることに成功します。その結果、数々

の革新的な研究成果が生まれ、ETSは教育測定と

いう科学分野を牽引する世界的リーダーとしての

地位を確立していきました。

教育測定分野の基礎に
多大な影響を与えたETS研究員たち

　

　ETSを舞台に活躍した数百名の科学者、心理測

定学者、テスト開発者がもたらした目覚ましい研

究成果や革新は、教育測定分野の基礎に大きな影

響を及ぼすと共に、後に続くETSの研究者や、同

分野に携わる世界中の人々にインスピレーション

を与えてきました。

　主要な功績者の一部を挙げるだけでも、フレデ

リック・ロード、サミュエル・メシック、マイケル・

ケイン、レッドヤード・タッカー、ハロルド・ガリク

セン、ノーマン・フレデリクセン、ロバート・ミスレ

ヴィといった、心理測定、統計学、テスト設計およ

び妥当性研究に著しい影響を与え、同分野の歴史

に名を刻んだ人物たちが並びます。潜在特性理論、

古典的テスト理論、項目応答理論（IRT）、アイテム

分析、妥当性理論と構成概念妥当性、自由解答テス

ト、エビデンス・センタード・デザイン──これら

はETSの功績の中でも、彼らの手によって開発さ

れた、あるいは前進がもたらされた主要な理論・実

践として挙げられるものです。

　その他多くのETS研究員の功績に関する詳細に

「教育の品質と平等の向上」を追求し続ける
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ついては、書籍Advancing human assessment: 

The methodological, psychological and policy 

contributions of ETS（Bennett et al., 2017）をご参

照ください。

広範な分野の専門家集団が
共通のミッションを追求

　

　ETSではこうした重要かつ革新的な功績を称す

る目的で、リサーチ・チェア制度を長年にわたり設

けてきました。リサーチ・チェアには各分野をリー

ドする科学者が一定の任期で就任し、ETSの研究

開発活動に対する助言や科学的革新への協力を行

います。

　2020年時点でのETSリサーチ・チェアは以下の

通りです──ロバート・ミスレヴィ（測定・統計学の

Frederic  M. Lordチェアに就任）、マイケル・ネトル

ズ（政策評価・リサーチのEdmund W. Gordonチェア

に就任）、マイケル・ケイン（テストの妥当性の Samuel 

J. Messickチェアに就任）、ランディ・ベネット（テスト

における革新のNorman O. Frederiksenチェアに就

任）、アーウィン・カーシュ（大規模テストのRalph W. 

Tylerチェアに就任）。

　こうした高名なリサーチ・チェアのほかにも、

ETSでは数百名ものリサーチャー、心理測定学者、

テスト開発者、そしてその他多くの広範な分野──

応用言語学、教育、心理学、統計学、心理測定学、コン

ピューターサイエンス、社会学、人文科学──にお

ける専門スタッフが活躍しており、そのひとり一

人全員が「教育の品質と平等の向上」という共通の

ミッションを追求し、革新的な調査研究や開発に励

んでいます。

スタッフが勤務する現在の ETS のビルのひとつ。

現在の ETS の敷地。大学を思わせる様子から「ETS キャンパス」と呼ばれている。

Reference

Bennett, R. E., & von Davier, M. (2017). Advancing human assessment: The methodological, psychological and 
policy contributions of ETS (p. 711). Springer Nature.





ETSの品質への取り組み

ETS はミッションドリブンな組織として、商品とサービスにおいて
最高水準の品質を実現することにコミットしています。ETSの
リサーチャー、心理測定学者、テスト開発者は、テストの妥当性・
公平性・信頼性のスタンダードを確立するための取り組みにお
いて、先導的な役割を果たしてきました。ETSスタンダードに対
するこうした倫理的なコミットメントによって、ETS のテスティング
およびリサーチ活動の品質が担保されています。

妥当性・公平性・信頼性ある
テスト、リサーチ、関連サービスを届けるために

33
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『品質および公平性に関するETSスタンダード』
── エクセレンスの指標として

団体方針として
スタンダードを設定

　

　ETSは非営利団体として、以下のミッションとゴールの達成に向けて活動しています。

　この「教育の品質と平等の向上」というミッションを達

成するために、1981年、ETS評議会は団体方針として、

『品質および公平性に関するETSスタンダード』（The 

ETS Standards for Quality and Fairness）を初採択し

ました。以来、『ETSスタンダード』は定期的に見直さ

れ、教育測定の発展に足並みを揃える形でアップデート

を重ねています。

　『ETSスタンダード』は品質のベンチマークとして中枢

的な役割を担っており、テスト、リサーチ、関連商品およ

びサービスの設計・開発・提供に携わるETSの全ての

スタッフによって指針として用いられています。

　さらに、『ETSスタンダード』はETSのプログラム監

査員が商品・サービスを対象とした綿密な内部監査を

実施する際の指針としても用いられます。監査のプロセ

スと結果はETS評議会によって監視され、監査が『ETS

スタンダード』に効果的かつ完全に準拠した形で実施さ

れるよう担保されています。

業界の現行スタンダードに
即した内容

　

　『ETSスタンダード』は業界の３団体──米国教育学

会（AERA）・米国心理学会（APA）・全米教育測定

協議会（NCME）──が共同で出版する『教育・心理

テストの基準』（2014年版）に明記される、教育測定の

現行のベストプラクティスに即しています。

世界中のテスト機関の
モデルとして

　

　このように、非営利団体であるETSは『ETSスタン

ダード』を中心に据えた継続的な努力を通じて、測定業

界の現行のスタンダードに達する、もしくは上回る水準の

テストや商品を提供すると共に、一般社会への説明責

任を果たしてきました。その結果、ETSの組織を挙げた

『ETSスタンダード』に対する取り組みは、現在では測

定のプラクティスや関連スタンダードの改善に尽力する

世界中のテスト機関のモデルとなっています。

　ETSのミッションは、公平性・妥当性あるテスト、リサーチ、関連サービスの提供を通じて、教育の品質と平等の向上に貢献

することです。私たちは商品およびサービスを通じて、世界中の全ての人々の知識・技能を測り、学習・パフォーマンスを促進

し、教育や職業訓練をサポートします。
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ETS評議会
丸  『品質および公平性に関するETSスタンダード』を採択
丸  商品・プログラムの内部監査プロセスに『ETSスタンダード』を適用

『品質および公平性に
関するETSスタンダード』

The ETS Standards for 
Quality and Fairness

プログラム監査員による内部監査

公平性・
妥当性・信頼性

テスト

リサーチ

関連サービス

教育測定業界の
現行スタンダードに
即した内容

● 米国教育学会（AERA）
● 米国心理学会（APA）
● 全米教育測定協議会（NCME）

『教育・心理テストの基準』
業界の３団体が共同で出版

　次項では、テスト品質の必須要素──妥当性・公平性・信頼性──に焦点を当てながら、『ETSスタンダード』に設定さ

れた高品質のベンチマークを追求するETSの取り組みの一部をご紹介します。
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テスト品質の必須要素── 妥当性・公平性・信頼性

妥当性に対する責任 　

　重要な点として、ETSとテスト利用者（顧客、受験者、

その他のステイクホルダー）は妥当性を担保する役割を共

に担っているということが挙げられます。

　テスト開発・提供者であるETSは、意図された使

用を満たすテストを設計し、開発し、実施することに

対して責任を持ちます。具体的には、ETSでは広範

にわたるリサーチを実施し、テストスコアが受験者

に対する正確な解釈へとつながるよう担保していま

す。これにより、テスト利用者が確信を持ってテスト

を選択し、使用できることを目指しています。

　同時に、テスト利用者には、その対象者と目的に

合ったテストを選択し、実際の測定内容──妥当性

リサーチのエビデンスが示す内容──に基づいて

スコアを解釈し、適切な意思決定やアクションの

ためにスコアを使用していただくことが推奨され

ます。究極的には、ETSとテスト利用者は、テスト

の妥当性を裏付けるエビデンスを共に生み出し、

テストの利用が、受験者やその他の人々に有益な

結果（スコアに基づくより良い意思決定、教育・学習に

対するポジティブな波及効果など）をもたらすことを

共に目指していると言えるでしょう。

テストの目的と
対象者について記述する

　

　テストの妥当性担保に関するETSスタンダードの中で

も序盤の重要なスタンダードでは、テストに関する以下

の要素を明記し、一般公開するよう規定しています。

●測定対象とする構成概念（知識・技能・その他の特性）

●各テストの目的

●受験者に関してテストが主張すること

●スコアやその他テスト結果についての意図された解釈

●意図された受験者母集団

　ETSでは、上記の情報はテスト利用者に対し、ニーズ

に合ったテストを選択し、スコアを正確に解釈し、適切な

意思決定を行うよう促すうえで、極めて重要であると考

えています。

　

妥当性 　

　妥当性はテスト品質の根幹を成すものです。妥当性とは、ETSで活躍したサミュエル・メシックやマイケル・ケインを

始めとする科学者たちが長年にわたり構築し洗練させてきた通り、「テストスコアに基づく推論やアクションが、意図さ

れた使用に対してどのくらい適切であり、理論・論理・経験上のエビデンスによってどのくらい正当化されるか」を指し

ます。そのため、妥当性検証のプロセスとは、スコアの意図された使用を実証するエビデンスの収集を意味します。
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妥当性を再評価する 　

　また、テスト自体やスコアの妥当性を維持し続けるた

めには、テストが現実世界の変化に適応していくことが

不可欠です。そのため、ETSスタンダードでは、テストに

関連する要素（使用する技術、意図された目的、テスト結

果の意図された解釈、テスト内容、テストの母集団など）に重

要な変更が生じた際には、テストが意図された目的を満

たすことを裏付けるエビデンスや、意図された母集団に

対するテスト結果の意図された解釈を裏付けるエビデン

スを再評価するよう規定しています。また、そうした変更

を裏付ける新しいエビデンスを収集・評価するためのリ

サーチも必要に応じて実施されます。

　妥当性は、ETSのテスト品質の重要な基盤を成すも

のです。ETSはテストの妥当性の実現に尽力しており、

広範なリサーチを実施することで、各テストがどのように

設計され、スコアが受験者の能力に関する意味のある

正確な解釈をどのように裏付けているのかを実証して

います。同時に、ETSはテスト利用者に寄り添い、ニー

ズを理解したうえでスコアを適切に利用できるよう支援

しています。

　ETSでは、妥当性への取り組みを通じて、受験者、テ

スト利用者、そして社会に有益な結果をもたらすと共に、

意図しないネガティブな結果を最小化することを目指し

ています。

公平性 　

　公平性は、テスト品質におけるもうひとつの重要な要素であり、ETSスタンダードの一部を成しています。公平性は多面的な

概念であり、世界の多様化がますます進む現代においては特にその傾向が顕著ですが、測定という文脈で最もわかりやすく

定義するならば、「スコアに基づく推論が、さまざまに異なる受験者集団にとって、どの程度妥当か」と表現することができ

るでしょう。テストが、重要な点（年齢、ジェンダー、地域、母語、障がいの状態など）において異なる受験者によって利用される

ことを意図している場合、公平性はテスト品質において非常に重要な要素となります。

構成概念とは関連性のない
スコアの分散を最小化する

　

　テスト開発者は、全ての受験者に公平性あるテスト

を提供するために、受験者母集団における潜在的な

集団に対して、構成概念とは関連性のないスコアの

分散による影響を最小化する必要があります。「構

成概念とは関連性のないスコアの分散」（construct-

irrelevant  score variance）という専門用語には難解

な響きがありますが、これは単に構成概念──テストが

測定する能力──とは無関係に受験者のパフォーマ

ンスに影響を与える要素が存在する、ということを意

味しています。

　「構成概念とは関連性のない要素」は、特定の人口

統計学的背景を持つ受験者（年齢、ジェンダー、地域、民

族、人種、母語、障がいの状態においてさまざまに異なる受

験者）のパフォーマンスに不利な影響を与える傾向があ

ります。ETSで働くテスト開発者、心理測定学者、統計

学者、リサーチサイエンティストなどの専門スタッフは、テ

ストプロセスの各段階──設計、開発、実施、採点、事

前および事後調査、リサーチ──において指針を示す
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ETSスタンダードを遵守することを通じて、公平性を達

成すべく厳正に取り組んでいます。

公平性をレビューし評価する 　　

　具体的な施策として、ETSでは以下の公平性の基本

原則に基づき、公平性レビュー、統計分析、リサーチを実

施しています。

＜公平性の基本原則＞

●意図された構成概念の重要な要素を測定する

●受験者の成功に対する構成概念とは関連性のな

い障壁を回避する

●多様な受験者集団についての妥当な推論を裏付

けるスコアを提供する

●全ての受験者に敬意を払い、偏りなく対応する

　ETSではテストの公平性を達成するために、以下２つ

のアプローチを含むさまざまな手順を踏んでいます。

（1）テスト開発者は、テスト問題の執筆や内容の精査に

当たり、徹底した公平性レビューを複数の段階にお

いて実施し、テスト問題や内容に受験者のパフォー

マンス発揮を阻む障壁として働く、構成概念とは関

連性のない要素（詳細は付録をご参照ください）が含

まれていないかを調べ、バイアスや意図しない要素

の発生を未然に防いでいます。例えば、英語能力テ

ストの問題が、数学・歴史・科学などの専門的知識

を求めるものであった場合には、構成概念とは関連

性のない要素を含む問題と見なされ、レビューの段

階で除外されます。また、別の例としては、あるトピッ

クについて測定する場合に、複雑なグラフや図の使

用の有無にかかわらず同等に測定できるのであれ

ば、最良の測定方法を決定する際には、複雑な視

覚資料が特定の障がいのある方のアクセシビリティ

を妨げる可能性がある事実が考慮されます※。

※上記のようなケースのほかにも、ETSでは受験者の成功に
対する「構成概念とは関連性のない身体的障壁」（construct-
irrelevant physical barriers）──妥当性のために重要もし
くは必須ではないテスト要素が、受験者の知識や「できるこ
と」を発揮する能力に干渉する際に生じる障壁──による
影響を最小化するために、さまざまな措置を取ることで、
身体に障がいのある方に対して公平な受験体験を提供して
います。こうした措置には、試験時間の延長、拡大版用紙や
点字による受験といった、ETSが規定する特別対応などが
含まれます。

（2）テスト実施後には、心理測定学者や統計学者が受

験者のデータを用いて、テスト問題やテストが統計

的観点から見て公平な振る舞いをしたかどうかを

分析しています。問題のひとつ一つが意図した通り

に振る舞った状態であることを担保するために、意

図通りに機能していない状態──特異項目機能

（DIF: differential item functioning）※と言われる

現象──が検知されたあらゆる問題は、採点前に

除外されます（TOEIC Programに関する公平性レ

ビューについてはSection 5「TOEIC Programを構

成するグローバルなコミュニケーションのための英語」も

ご参照ください）。

※特異項目機能（DIF）
DIFとは、特定の集団のメンバーにとって、あるテスト問題
の難易度が、同等の能力を持つ別集団のメンバーにとって
よりも高く・低くなる傾向全般を指します。一般にDIF測定
においては、異なる集団のメンバーであっても、受け取った
総合スコアが同じであれば、テストが測るものにおいては同
等の能力を有すると見なします。ほとんどのDIF分析では、
受験者集団は性別、人種、民族性に基づいて定義されます。

　ETSでは、公平性に対して非常に真摯に取り組んで

います。テスト受験を希望する多様な集団のあらゆる

人々に平等なアクセスを担保するための最先端のプラ

クティスやスタンダードに従っており、テスト利用者の皆

様に信頼していただけるスコアを提供しています。
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適切な手法を採用 　　

　ETSでは、各テストの信頼性の水準を推算する際に

は、テストの設計・意図された使用・採点方法に応じて、

適切な手法を選択し用いています。

　スピーキングやライティングのテストで出題されるような

自由解答式のタスクについては、口頭・筆記の解答を採

点ルブリックに基づき採点する人間の採点者、あるいは

（TOEFL iBT® Testsなどの一部のテストで採用されてい

る）自動採点システムが示す信頼性が、重要な検討対

象となります。ETSでは高度に訓練された人間の採点

者や最先端の自動採点技術を採用し、細心の注意を

払った採点手順を踏んでいます。採点結果として出され

たスコアは、別の採点者によるスコアと持続的・定期的

に比較され（e.g., 人間の採点者間での比較や、人間の採

点と機械採点との比較）、採点者間の信頼性や一致度が

立証されます。

　自由解答式タスクのスコアだけでなく、選択解答問

題（多肢選択問題など）で構成されるテストセクションの

スコアについても、セクションスコアと総合スコアそれぞ

れにおいて、異なるフォーム間、異なるテスト実施回間

で統計上の比較が行われ、信頼性が判定されます。

ETSでは、古典的テスト理論や項目応答理論（IRT: 

item response theory）といった統計的理論を含めた、

さまざまな心理測定の技術を駆使し、各テスト問題、各

セクション、各フォーム、そして総合スコアの信頼性を確

保しています。

信頼性の立証と解釈 　　

　ETSでは全てのテストについて、ひとつ以上の信頼

性係数を算出し、テストの信頼性の数値的エビデンスと

して示しています。基本的な信頼性係数は.00から1.00

の値を取る絶対値です。1.00という値は完全な一貫性

──テストが毎回全く同じように測定している状態──

を示します。.00という値は一貫性の完全な欠如──

テストの測定が毎回異なるため信頼すべきでない状態

──を示します。信頼性係数の値が1.00に近いほど信

頼性が高く、テストがあらゆる実施においても受験者の

能力を伝えている、ということに対してより大きな信頼を

置くことができます。

　ETSの統計学者はカットスコアに基づく意思決定の

一貫性や正確性を可能な限り担保するために、スコア・

スケール上の重要な地点のスコアの信頼性に対して細

心の注意を払っています。さらに、ETSの心理測定学

者は全てのテスト実施を常時モニタリングし、今後のテス

ト問題やテストフォームの開発に向けたフィードバックを

提供しています。

信頼性 　　

　信頼性もまたテスト品質に欠かせない要素です。信頼性とは、同一テストの異なるフォーム間、異なるテスト実施回間、

異なる採点者間において、スコアが一貫している程度を指します。スコアには意図された解釈を裏付けるだけの十分な信

頼性が必要です。ETSでは各テストが求める信頼性の水準を、スコアの意図された使用と、不正確な意思決定がもたら

す影響と結果に照らして決定しています。例えば、採用、選抜、入試などのハイステイクスな意思決定に使われるテストで

あれば、そのテストに求められる信頼性の水準は高くなります。
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情報提供と分析内容の記録 　

　ETSはテスト利用者に対し、テストスコアの信頼性に

ついて適切なエビデンスを提供するだけでなく、信頼性

の分析に関する詳細な情報を定期的に記録し公開し

ています。

　こうした情報には、採用した統計や統計手法、信頼性

統計の推算対象とした母集団、自由解答式テストで用

いられた採点手順や採点者間の一致度といった内容

が含まれます。

　ETSではこうした情報公開の取り組みを通じて、専門

家による分析結果の評価や──さらに重要な点として

──分析の再現を促し、それにより測定分野の科学的

発展に寄与していきたいと考えています。

　ここでは割愛したテスト品質の要素はほかにも多くあ

りますが、テスト品質に欠かせない要素──妥当性・公

平性・信頼性──に対する上述のETSの取り組みは、

「教育の品質と平等の向上」というミッションを追求する

ETSの組織を挙げた努力を示すものです。

　ETSはそのスタンダードと共に、過去70年がまさにそ

うであったように、これからも進化し続けていきます。妥

当性・公平性・信頼性ある商品とサービスを常に提供

するため、そして教育測定分野を発展させるために、現

在進行中のコミットメントを今後も続けていきます。
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受験者の成功に対する「構成概念とは関連性のない感情的障壁」

 ■避けるべきトピック：

非常に物議をかもす・屈辱的・扇動的・動揺を招くようなトピックについては、妥当性において重要でない場合には、
回避することが最も望ましい。

 ■注意を要するトピック：

弁論

アバター（ジェンダー、人種、民族の多様性を表現する、もしくはそうした特性のないものを使用）

伝記

ブランド名

対立

暗号化された素材

障がい

進化（人類の進化や、人類と霊長類の類似性）

集団間の差異

ユーモア、皮肉、風刺

贅沢品

地図（紛争地域の地図）

集団に対する誤った扱い

私的な質問

宗教

ロールプレイ（感情的なストレスを与えるロールプレイなど）

性的な行動

奴隷

ステレオタイプ 

暗黙の想定

暴力や苦しみ

視覚素材（明確な目的なく用いる場合）

付録
2022年版の『公平なテスト開発とコミュニケーションのためのETSガイドライン』（ETS Guidelines for Developing Fair 

Tests and Communications）では、受験者の成功に対する「構成概念とは関連性のない障壁」をカテゴリ別にリストアップ

しています。その一部である「構成概念とは関連性のない感情的障壁」（construct-irrelevant emotional barriers）として、

以下を挙げています。
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TOEIC Program は、日常生活や職場における英語コミュニ
ケーション能力を包括的に評価します。初・中級者を対象とする
TOEIC Bridge Tests、中・上級者により適した TOEIC Tests
の提供を通じて、英語を学び始めたばかりの方から、上級レ
ベルの英語力の習得を目指す方まで、幅広い学習者のラーニング
ジャーニーをサポートしています。
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TOEIC Program──日常生活や職場における
英語コミュニケーション能力を測る“family of assessments”       

国際社会の
共通言語としての英語

　

　英語は、世界中のビジネスや国際的なコミュニケー

ションにおいて、最もよく使われる言語となりました。世

界で最も学習されている外国語、インターネットと情報

化の時代における主要言語、母語の異なる人々がコ

ミュニケーションを図るための「国際社会の共通言語」

（global lingua  franca）── それが英語という言語

です。

　英語を学び始めたばかりの方は、英語力を身に着ける

ことで、得られる情報の範囲や、海外旅行といった活動

の幅を広げていくことができます。たとえ英語能力レ

ベルがさほど高くなくとも、日常生活のさまざまな場面

──趣味やスポーツなどの余暇、移動や旅行、映画や

音楽や博物館などの娯楽、英語を母語としない人同士

での交流──において、英語力は大いに役立ちます。

　そのため、多くの初・中級者は、上級レベルの英語能

力の習得を長期的な目標に据えているかもしれません

が、初・中級レベルの英語力をすぐに実践的に活用でき

る場面は、社交会話、趣味、移動や旅行、娯楽など、日

常生活の中にたくさんあります。もちろん、職場において

も、オフィスでの打ち合わせや、同僚とのテキストメッセー

ジのやり取りなど、初・中級者が力を発揮できる場面が

見つかることでしょう。
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　中・上級レベルの英語能力は、日常や職場における

幅広い場面で活用することができます。職場での活

用機会としては、業務に関連する情報を読み、聞いて理

解する場面のほか、国をまたいで、同僚と共に働く、顧

客とコミュニケーションを図る、ビジネス相手と交渉する

といった場面が挙げられます。

　英語学習者の中には、中級レベルの英語能力を習得

できれば日々の業務に必要な基本情報にはアクセスで

きるという方もいれば、さらに上級のレベルを最終目標

とし、将来的にグローバルビジネスで活躍するキャリア

を展望している方もいます。企業で働く人々や起業家が

英語を学習するのは、この時代において、コミュニケー

ションを円滑に図ることがいかに重要であるかを実感

しているからではないでしょうか。

　国際的な職場で特に英語力が求められる分野とし

ては、企画、財務、製造、人事、各種技術などが挙げら

れます。
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“ファミリー”としての
TOEIC Bridge TestsとTOEIC Tests

　

　下図のように、TOEIC Programは現実世界の日常

生活と職場におけるコミュニケーションの場面で必要と

なる、初級から上級レベルの英語力を包括的に評価し

ています。TOEIC Programは初・中級レベルの英語

能力を測定するTOEIC Bridge Testsと、中・上級レ

ベルにより重点を置いたTOEIC Testsによって構成さ

れています。

　TOEIC Bridge TestsとTOEIC Testsはいずれも、

英語の４つの技能（聞く・読む・話す・書く）を直接評価す

るよう設計されており、これら４技能の測定を通じて包

括的なアプローチを提供し、受験者個 人々の英語力の

全体像をより完全な形で描き出します。また、TOEIC 

Programは、英語能力レベルがさまざまな受験者に

関わりのある現実世界の場面やタスクに重点を置くこと

で、彼らが実際の生活で「遂行できると思われること」を

反映した評価を提供するよう設計されています。

TOEIC Bridge Tests：初級から中級レベルを測定
TOEIC Bridge Listening & Reading Tests
TOEIC Bridge Speaking & Writing Tests

TOEIC Tests：中・上級レベルに重点を置いて測定
TOEIC Listening & Reading Test
TOEIC Speaking & Writing Tests
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TOEIC Bridge Tests
──日常生活における英語力に重点

　

　TOEIC Bridge Testsは初級から中級レベルの基

礎的な英語力（聞く・読む・話す・書く）を測定し、日常

生活における英語コミュニケーション能力について、

信頼性・妥当性・公平性ある評価を提供しています

（Schmidgall et al., 2019 ; Schmidgall et al., 2021）。リス

ニングのタスクでは、会話やトークなどの短い話し言葉を

理解する能力などを測り、リーディングのタスクでは、短

い書き言葉を理解する能力などを測ります。スピーキン

グのタスクでは、簡単な用件を伝える（e.g. , 単純な質問を

する、依頼をする）能力、基本的な情報を与える能力、個

人的な関心事について、明瞭に話す相手とやり取りする

能力などを測ります。ライティングのタスクでは、簡単な用

件についてメモを取ったり、メッセージを書いたりする能

力を測ります。TOEIC Bridge Testsでは、これらの能

力を、初・中級の英語学習者に関わりのある適切なタス

クによって測定しています。

　TOEIC Bridge Testsのタスクは、中等教育の学生

や大人にとって身近なコミュニケーションの場面やトピッ

クに設定されており、よく見られる個人的・公的な場面

のほか、一般的で身近な職場の場面も出題されます。

個人的な場面としては、例えば家族の集まりや、個人的

な趣味や興味に関連するものが挙げられます。公的な

場面としては、移動や旅行、娯楽イベント、ショッピングな

どが挙げられます。職場の場面は、例えばオフィスでの

打ち合わせ、雑談、テキストチャットといった、専門知識が

いっさい求められない最も一般的なものに限られます。

TOEIC Bridge Testsでは、こうした日常生活において

比較的よく出合う場面やトピックを用いることにより、初・

中級レベルの受験者が「聞く・読む・話す・書く」の４技

能を発揮しやすいリアルな設定を提供しています。

TOEIC Tests
──職場における英語力に重点

　

　TOEIC Testsは職場や日常生活における英語能

力を測ります。これらの場面で必須とされる「聞く・読む・

話す・書く」の技能に焦点を当て、受験者が英語能力を

さまざまな形で発揮する機会を提供しています（ETS, 

2022a; ETS, 2022b）。

　TOEIC Listening & Reading Test（以下、TOEIC 

L&R）のリスニングセクションには、陳述、質問、会話、

トークを多様な英語（e.g., 米国、英国、カナダ、豪州およ

びニュージーランドのアクセントを採用）で録音した音声か

ら作成された問題が出題され、リーディングセクションに

は、さまざまな種類の文書の理解を求める問題が出題

されます。

　TOEIC L&Rのリスニングセクションでは、「短い会

話や長めの会話において、要点を推測できる、詳細が

理解できる」といった能力や、「フレーズや文から、話し

手の目的や暗示されている意味が理解できる」といった

能力を測定します。リーディングセクションでは、「具体

的な情報を見つけて理解できる」、「情報を関連付け

ることができる」、「文書の中の情報を基に推測できる」、

「文脈を踏まえて語彙・文法を理解できる」といった能

力を測定しています。

　TOEIC Speaking Testのタスクは、「英語に堪

能な話者に対して、理解しやすい言葉で話すことが

できる」、「 社交や仕事上の定型的なやり取りができ

る」、「一般的な職場にふさわしい筋道の通った発話

を続けられる」といった能力を示す機会を提供します。

TOEIC Writing Testのタスクは、「文法的に正しい

文を作成できる」、「情報を伝えるために複数の文で

構成される文章を作成できる」、「複雑な考えを表す

ために複数の段落から構成される文章を作成できる」
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といった能力を示す機会を提供します。

　TOEIC Testsが測定するこうした能力はいずれも、

現実の世界において──とりわけ職場において──効

果的にコミュニケーションを図るうえで欠かせないもの

です。

「社会人」「学生」間で
有利・不利の生じないテスト

　

　TOEIC Testsのタスクは、日常生活や職場のコミュ

ニケーション場面に設定されていますが、特定の職種

や職場に特化した知識やスキルを測るのではなく、一

般的な能力を測ることに焦点を当てています。TOEIC 

L&Rには、日常の活動（旅行、娯楽、健康、外食など）に

関連した場面や状況のほか、一般的な職場の場面（企

画、財務、製造、オフィス、人事、購入など）が出題されま

す。TOEIC Speaking  & Writing Testsには、多様

な仕事の場面で求められるタスクや、あらゆる文化や

文脈に共通する身近な日常のタスクが出題されます。

TOEIC Testsでは、特定の業界に固有のビジネス知

識を評価あるいは求めることはなく、日常的な仕事で用

いられる範囲を超えたビジネスや技術分野の専門的な

語彙の知識を求めることもありません。

　重要な点は、全てのテスト問題が、内容と公平性の

観点から複数のステップにわたるレビューを受けている

ということです。この「内容レビュー」および「公平性レ

ビュー」はテスト問題の中に、異なる受験者集団の間── 

「社会人・学生」、「年長者・若年者」、「女性・男性」な

ど──において不公平な形で有利・不利に働く内容が

含まれる可能性を最小化するために行われます。

　 最 近、ETS の研 究 員や心 理 測 定 学 者たちは、

TOEIC L&Rが学生の受験者に比べて社会人に対

して不公平に有利に働くテストであるかどうかの調査

を実施しました（Schmidgall et al, in press）。調査で

は、あらゆるテスト問題から「特異項目機能」（DIF : 

differential item functioning）を検出するよう設計され

た統計手法が用いられました。このDIF分析のプロセ

スによって、テスト問題やスコアにおける潜在的なバイア

スが検出されます。DIFとの関連が示された場合、その

テスト問題には、２つの受験者集団間（e.g., 「社会人・

学生」）において、いずれか一方に対して不公平な形で

有利に働く可能性があることが示唆されます。そのた

め、当該テスト問題は、コンテンツの専門家パネルによっ

て精査され、一方の受験者集団にとって不公平に有利

に働く内容が含まれているかどうかについて、判定が下

されます（公平性および DIF分析についてはSection 3

「ETSの品質への取り組み」もご参照ください）。

　先の調査では、TOEIC L&Rの９本のテストフォーム

（合計1,800問）をDIF分析し、学生と社会人（いずれもフ

ルタイム）のパフォーマンスを比較しました。最初の段階

でDIFの可能性が示された問題は、1,800問中14問

（0.8％）のみでした。つまり、一方が他方に対して不公

平な形で有利に働いた可能性のある問題は非常に少

なかったのです。結果を受けて、専門家パネルが該当

する14問のレビューを行ったところ、最終的に14問全

てにおいて、学生よりも社会人に有利に働く（あるいは社

会人よりも学生に有利に働く）、明確なバイアスは検知で

きないという結論に至りました。

　大量のサンプル数に対して、統計分析によりDIFの

可能性が示されたテスト問題の割合が極めて低かった

（１％未満）こと、また、当該テスト問題において社会人お

よび学生の受験者に作用するバイアスが明確に示され

なかったとする専門家パネルの結論──これらの調査
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結果は、TOEIC L&Rの内容が、学生・社会人のいず

れか一方に対して、不公平な形で有利に働くようには

制作されていないという点について、受験者、教員、スコ

ア利用者に改めて保証するものと言えます。

　TOEIC Program が提供する TOEIC Bridge 

TestsとTOEIC Testsは、学生・社会人を問わず、英

語レベルの異なる多様な英語学習者のニーズに対応し

ています。受験者それぞれの目標や目的──目指した

い英語能力のレベルや、英語能力の測定対象として重

点を置きたい場面──に合わせて、ご活用いただけれ

ば幸いです。
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英語学習の旅を照らす指標として

　TOEIC Bridge TestsおよびTOEIC Testsは、日

常生活や職場における初級から上級レベルの英語能

力を測る、信頼性・妥当性・公平性あるテストを求める

利用者──学習者、教員、組織──に有効にご活用い

ただけるよう設計されています。各テストは、学習者が

英語の４技能を横断的に伸ばしていく道を進む中で、

有効な指標としての役目を果たし、学習者がlearning 

journeyをどれだけ歩むことができたのか、その軌跡を

照らすベンチマークとなります。

初・中級者が「できること」を発揮しやすい
TOEIC Bridge Tests

　
　TOEIC Bridge Testsは、初・中級レベルの中等教

育の学生や大人の学習者が英語の知識やスキルを習

得していく過程において、包括的かつ有効な評価指標

となります。　

　TOEIC Bridge Testsのタスクは、TOEIC Testsの

タスクよりも難易度がいくらか易しく設定されていま

す。これはTOEIC Bridge Testsのタスクが初・中級

者に適したものとなるよう、専門家たちが細心の注意

を払って設計しているためです。初・中級者にとって、

相対的に難易度が高いTOEIC Testsの受験はチャレ

ンジングな体験となるかもしれません。対して、TOEIC 

Bridge Testsのタスクは、初・中級者が現実世界で遂

行できると想定されるコミュニケーションタスクを反映し

ています。そのため、初・中級の受験者は本来の持て

る知識やスキルをより発揮しやすく、英語で「実際にで

きること」を示すことができます。

TOEIC Programと歩むLearning Journey
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中・上級者は焦点やニーズに
応じた使い分けを

　中級者にとっては、TOEIC Bridge Tests、TOEIC 

Testsのいずれもが受験対象となるでしょう。適したテス

トを見極めるために重要となるのが、そのテストが「どの

ような場面の英語力を測定対象としているのか」という

点です。

　中級者が日常的な使用場面（個人的・公的な場面な

ど）により焦点を当てて測定するなら、TOEIC Bridge 

Testsの方がより適切な選択となり得るでしょう。日常

生活の場面には、上級レベルの言語知識やスキルが必

要となる複雑なコミュニケーションタスクは概して登場し

ないためです。一方で、中級者が一般的な職場の場面

により焦点を当てて測定する場合には、TOEIC Tests

の方がより適しているでしょう。

　また、国際的な職場での活躍を目指す中・上級者は

概して、英語学習の計画やコミュニケーション上のニー

ズに対して、TOEIC Testsが非常に適していると感じ

ることでしょう。ここで改めてお伝えしたいのが、TOEIC 

Testsは日常や職場における英語能力に関する情報を

提供するよう設計されていますが、先述の通り、いかなる

専門的なビジネス知識も求めず、また、ビジネス経験があ

る方にとって有利に働くこともない、という点です。全般と

して、TOEIC TestsのタスクはTOEIC Bridge Tests

のタスクよりも難しく複雑ですが、これは出題されるコミュ

ニケーションタスク自体の性質に起因しており、職場に関

連した難しいトピックや場面が設定されているわけでは

ありません。



42
Quality perspectives of the TOEIC Program

　TOEIC Testsのスコア（幅広い能力範囲を対象とす

る各４技能のスコア）は学生・社会人を問わず、学習者が

多様な一般的コミュニケーションの目的のために「いか

に効果的に英語を使用できているか」「学習目標をどこ

まで達成できているか」を正確に示す指標として、ご活

用いただけます。

　ここまで、英語学習の道のりをサポートする適切なテ

ストを求める学習者の視点からTOEIC Programのご

紹介をしてきましたが、ここで改めて、TOEIC Testsが

初級者も含めたあらゆる英語レベルの学習者に有用な

情報を提供するという点についても、お伝えしておきたい

と思います。

　TOEIC Testsは、例えば、英語学習を始めたばかり

の学習者が、「自分の現在地と最終目標である上級レ

ベルとの“距離”を知りたい」というケースや、初・中級者

が「現実世界の職場におけるコミュニケーションタスクを

体験して、自分の改善点を見つけたい」というケースにも

お役立ていただけます。さらに、団体利用者（言語学

習プログラムなど）が、全レベル（初級から上級まで）の学

生を適切なクラスやコースにプレイシングする際や、企業

の利用者が、英語レベルがさまざまに異なる全従業員

（初級者も含む）のひとり一人に適切な配置を行う際にも、

効果的かつ効率的なソリューションとなります。

　TOEIC Bridge Testsおよび TOEIC Testsは丹

念に設計された、信頼に値する適切なテストです。英

語学習者やその指導者におかれましては、TOEIC 

Programのスコアを学習進捗の記録や学習のフィード

バックにご活用いただけることでしょう。また、雇用者や

団体利用者におかれましても、TOEIC Programのスコ

アを特定のプログラムや役職に求められる英語力を有

する人材の選抜や把握にお役立ていただければ幸い

です。
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テーマ TOEIC Tests TOEIC Bridge Tests 

企画 調査、製品開発 —

外食
ビジネスランチ、インフォーマルなランチ、
宴会、 歓迎会、レストラン予約

ランチ、ディナ ー 、レストラン、予約、 
ピクニック

娯楽
映画、劇、音楽、美術、展示会、美術館、マ
スメディア

映画、劇、音楽、美術、美術館

財務と予算 銀行業務、投資、税金、経理、請求書 —

一般業務
契約、交渉、合併、マーケティング、販売、
保証書、事業計画、カンファレンス、労務

銀行、図書館、郵便局、予約、広告

健康 医療保険、通院、歯科医、診療所、病院 健康全般と健康管理

住居／法人不動産
（住居／法人不動産）
工事、仕様、購入と賃貸、電気・ガスサー
ビス

（住居）
アパート、住居、購入と賃貸、修理

製造 組立ライン、工場管理、品質管理 —

オフィス
役員会議、委員会、レター、メモ、電話、
ファックスとEメールメッセージ、オフィス
機器と家具、事務手続き

レター、電話、Eメールとテキストメッセー
ジ、オフィス機器と家具、オフィスの雑談

人事
採用活動、雇用、退職、給料、昇進、求人申
込、求人広告、年金、賞与

—

購入／買い物
（購入）
買い物、備品の注文、出荷、請求書

（買い物）
食料雑貨類、衣服、ネットショッピング

技術
電子機器、技術、コンピュータ、実験室と
関連器具、技術仕様

コンピュータと技術

旅行・その他

電車、航空機、タクシー 、バス、船、フェ
リー 、切符、予定、駅や空港のアナウンス、
レンタカー、ホテル 、予約 、遅延 、キャン
セル

道案内、電車、航空機、タクシー、バス、
船、フェリー、切符、予定、駅や空港のアナ
ウンス、レンタカー、ホテル、予約

（その他）趣味、スポーツ、日常の活動、余
暇の活動、天気予報、報道番組、新聞、etc.

■ TOEIC TestsとTOEIC Bridge Testsに出題されるテーマ（場面や状況）の例

付録



TOEIC Programを構成する
グローバルなコミュニケーション
のための英語

TOEIC Program は英語が学ばれ、使われている世界中の日
常生活や職場における英語コミュニケーション能力を測定して
います。各テストでは、ネイティブスピーカーのような英語能
力や専門的なビジネス英語は求められません。測定対象とす
るのは、ノンネイティブスピーカーが習得すべきと期待される、

「 国際的な場面で効果的にコミュニケーションを図る」ため
の英語力です。

英語能力テストのグローバルスタンダードを確立

55
Section
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ノンネイティブスピーカーの英語コミュニケーション能力を
測定するグローバルなテスト

進化し続ける
英語コミュニケーションに対応

　

　効果的な英語コミュニケーション能力は、グローバ

ル社会における「真の必需品」です。とりわけ今日の

ように高度につながるインターネット時代において

は、世界中のビジネスや教育その他の場面で、英語は

コミュニケーション言語 ──「国際社会の共通言語」

（global lingua franca）──として、さまざまな目的、

多様な文脈で用いられています。英語の使用目的や

話者も多様化しており、英語コミュニケーションの在

り方も徐々に進化しつつあります。

　TOEIC Programでは、進化を続ける国際的な英

語コミュニケーションの性質を認識し、国際的な職場

や日常生活における英語使用の実態をより精度高く

把握するためのリサーチを、過去数十年にわたって

推進してきました。

　これまでに実施したリサーチの一部として、

以下が挙げられます──「ビジネス英語」の使用

（Dudley-Evans & St. John, 1996）；国際的な職場に

おける英語スピーキング能力（Schmidgall & Powers, 

2021）；国際的な職場における英語ライティング能

力（Schmidgall & Powers, 2020; Lee & Schmidgall, 

2020）；国際的な職場における英語リスニングおよび

リーディング能力（Schmidgall et al., 2021b）；国際

的な英語コミュニケーションに関するより広範な理

論に関連付けられるTOEIC Programにおける英

語能力の定義（Schmidgall, in press）──最後に挙

げたリサーチでは、国際的な場面で効果的にコミュ

ニケーションを図るうえで求められる英語能力の実

像を捉えるべく、職場で働く人々を対象としたニーズ

分析サーベイや、リサーチ文献レビューを含めたさま

ざまな手法が活用されています。

ネイティブスピーカーのような英語や
専門的な英語を評価対象としないテスト

　
　TOEIC Programは、こうしたリサーチから得ら

れたエビデンスに基づく理解の下、ノンネイティブス

ピーカーが英語を使う場面で求められる英語コミュ

ニケーション能力を測定する、信頼の置けるテストを

提供しています。ネイティブスピーカーの英語力に

どれだけ近づけたかという点は評価の対象にしてお

らず、また、「アメリカ英語」や「イギリス英語」といっ

た特定の種類の英語のみに重点を置くこともありま

せん。さらに、特定の職種やビジネス場面で出合うよ

うな、専門的あるいは例外的な英語を測定の対象と

することもありません。

　TOEIC Programは、一般的な英語コミュニケー

ションタスクの遂行能力を証明する必要のある、世界

中のあらゆる学習者の期待に応える英語能力テスト

を提供します。

テストタスクは世界中で見られる
典型的な状況に設定

　
　TOEIC TestsやTOEIC Bridge Testsのタスクは、

世界中のさまざまな場面で共通して見られる英語使

用を反映するよう設計され、最も一般的な日常生活
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や職場における英語使用の実態を精緻に分析した

結果に基づき、厳選されています（e.g., Hines, 2010 ; 

Lee & Schmidgall, 2020）。

　例えば、TOEIC Bridge Listening  & Reading 

Testsのリーディングテストには、「日本の国際線空

港で、会議の手配をするために同僚間で交わされるテ

キストメッセージを読む」といったタスクや、「オー

ストラリアの図書館の公共サービス通知に目を通す」

といったタスクが出題されるかもしれません。また、

TOEIC Speaking Testには、「カナダの市場調査会

社によるテレビ視聴習慣に関するインタビューに応

える」といったタスクが出題されるかもしれません。

　こうしたリーディングやスピーキングの例に限

らず、リスニングやライティングも含めて、TOEIC 

Programが主眼とするのは、英語力が求められる一

般的な状況や活動において効果的にコミュニケー

ションを図る能力を測定することです。それが世界

のどこで起きていることなのか、ということは関係あ

りません。TOEIC Programは真にグローバルな英

語テストを提供します。

受験や解釈の地域を問わず
比較可能なスコアを提供

　グローバルなテストであるTOEIC Programは、

同じテストであればフォームが異なっていても、いつ

どこで受験しても比較可能なスコアを提供します。

メキシコで受験した方と、フランスで受験した方がい

た場合、両受験者のスコアが同じならば英語能力レ

ベルも同じであると解釈することができます。

　実際にETSの心理測定学者はさまざまな統計技

術を駆使して、受験者のパフォーマンスがTOEIC 

Programのスコア・スケール上に確実に正確に換

算されるよう尽力しており、「等化」と呼ばれる統計

処理を行うことで、異なるテストフォーム間やテス

ト実施回間におけるスコアの比較可能性を担保して

います。

　さらに、さまざまに異なる受験者のテスト体験が非

常に等しいものであり、スコアが実際の英語コミュニ

ケーション能力を公平かつ正確に示していることに

ついても、信頼してご利用いただけます。

　一例として、TOEIC Speaking & Writing Tests

（以下、TOEIC S&W）のスコアは、世界中の国際的な

職場で働くプロフェッショナルが受験者の英語コ

ミュニケーション力を評価した場合の結果を予測で 

きることが、ETSのリサーチによって示されていま

す。つまり、TOEIC S&Wのスコアが高い受験者ほど、

国際的な職場環境でより効果的なコミュニケーター

として認識されることが分かったのです（Schmidgall 

& Powers, 2020, 2021）。

　また、TOEIC Programのスコア・スケールは、

英語学習者の能力について、最大に有意味かつ解

釈可能な情報を提供するように設計されています。

これは英語力の尺度として、世界中のスコア利用者

に共通の理解をもって利用していただくためです。

TOEIC Programは初級から上級まで、多くのレベ

ルを識別するスコアを提供しており、スコアの意味に

ついても、公式認定証や補足資料を通じて、詳細にお

伝えしています。

■�TOEIC Programのスコアに関する資料

https://iibc.me/
qual_persp_tp_01

https://iibc.me/qual_persp_tp_01
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定期的なテスト設計のアップデートで
英語コミュニケーションの変化に対応

　

　TOEIC Programはグローバルな英語能力テス

トとして、受験者のコミュニケーションのニーズ

や今日の一般的な日常生活や職場での英語使用を

反映したタスクや内容を出題しています。

　TOEIC Programでは、世界中のスコア利用者

に対し、最も正確かつ有意味な測定結果を確実に

提供し続けるために、各テストの基礎設計を定期

的にレビューしており、必要に応じてアップデート

を実施しています（e.g., Ashmore et al., 2018; Park 

& Bredlau, 2018）。

　例えば、2019年にはTOEIC Bridge Testsがリ

デザインされました。リデザインを担当したETSの

研究員、テスト開発者、心理測定学者から成るチー

ムは設計プロセスの第一歩として、測定対象となる

英語能力の特徴──初・中級者が日常生活で求めら

れる英語力──の定義に取り組みました。

　まず研究員たちが、日常のコミュニケーションで

求められる言語知識や技能の特徴や、初・中級者が

遂行すべきと期待されるコミュニケーションタス

クの特徴について調査および定義し（Schmidgall 

et al., 2019）、それを受けて、テスト開発者たちが新

たなテストタスク──現実世界において重要なコ

ミュニケーションタスクに該当し、かつ、日常のコ

ミュニケーションで求められる言語知識と技能を測

定するタスク──を開発していきました（Everson 

et al., 2019）。

テスト内容やタスクは
英語使用に関する最新調査を基に作成

　

　さらに、TOEIC Programでは、一般的な日常生

活や職場での英語の使われ方に関する最新状況の

把握に基づき、常に新しいコンテンツを制作してい

ます（e.g., Yoon et al., 2017）。

　ETSのテスト開発者たちは、TOEIC Program

が測る基本的な英語能力を反映する典型的なコ

ミュニケーションタスクを調査し、今日の世界各地

での英語の使われ方を公平に代表できるよう力を

尽くしています。

　例えば、出題されるタスクには、Eメール、スマート

フォンのテキストメッセージ、インターネット上での

言語使用など、多様なコミュニケーション媒体を反

映したものが含まれます。

　右記のTOEIC Bridge Writing Testのサンプ

ル問題では、コンピュータやスマートフォンを介した

テキストチャット環境におけるライティングのタス

クが出題されています。

　また、テストの内容は身近なトピック（旅行、娯楽、

健康、外食、ニュースなど）や、一般的なビジネスや職場

でのコミュニケーション上の要求（国際的なビジネス

や職場でよく見られるタスク）に関する最新情報を反映

しています。

　このように、TOEIC Programのテスト内容やタ

スクは、現実世界の活動やコミュニケーション方法の

変化に常に対応しています。

世界の英語コミュニケーションの「今」を反映する
高品質かつ公平なテストを提供



TOEIC Programを構成する
グローバルなコミュニケーション
のための英語

Section

55

49
Quality perspectives of the TOEIC Program

Directions: Respond clearly and fully to the message from your friend Chris. You have 8 
minutes to prepare and write.

• Suggest one dish you like, and

• Briefly explain to Chris how to make it

世界中のあらゆる受験者に
高品質かつ公平なテストを提供

　

　TOEIC Programは世界中の受験者に、高品質か

つ公平なテストを提供しています。テストの品質と

公平性を担保するため、テスト問題は実際のテスト

で使用される前段階において、品質および公平性に

焦点を当てた厳格なレビューのプロセスを通過し

なければなりません。

　まず、各問題は複数回にわたる内容レビューを受

けます。このプロセスでは、テスト開発者が独立し

た立場から、各問題が確実に適切かつ仕様に沿った

ものとなっているかを精査します。

　内容レビューを通過した問題は、公平性レビュー

とセンシティビティ・レビューを受けます。ここで

は、各問題の内容に、あらゆる属性（e.g., ジェンダー、

言語、文化）の受験者集団に対しても、有利・不利に

働くバイアスが生じていないことを確認します。

　ETSのテスト開発者たちは、ETSの公平性に対

するコミットメントの一環として、こうした包括的

な取り組みを行っています。ETSではスコアの公

平性について、以下のように主張を表明しています

（Schmidgall et al., 2021b, p. 12）。

■公式サイトから
サンプル問題を
ご覧いただけます。

https://iibc.me/
qual_persp_tp_02

https://iibc.me/qual_persp_tp_02
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● �テストタスクは、一部の受験者に対して不適切に

有利・不利に働く可能性のある解答形式や設問を

用いないものとする

● ��テストタスクは、受験者が不快に感じる可能性の

ある内容を含まないものとする

　テスト実施後の採点プロセスでは、問題（およびテ

スト全体）が適切に機能していることを確認するため

の統計分析が行われます（詳しくはSection 4「TOEIC 

Bridge TestsとTOEIC Tests」をご参照ください）。

　ETSの心理測定学者は測定を専門とする科学者

として、テストタスクやテスト内容の品質を絶えずレ

ビューしており、世界中で英語能力の証明を必要と

している多様な多くの英語学習者集団にとって、適

切なテストを確実に届けられるよう取り組んでいま

す（e.g., Yoo et al., 2019）。なお、ETSが設定する品質

および公平性に関するスタンダードについてより詳

しくは、Section 3「ETSの品質への取り組み」をご

参照ください。

　ETSの研究員、テスト開発者、心理測定学者たち

によるこうした連携を通じて、TOEIC Programは

今日における最も一般的な英語使用──学習者が

習得すべきと想定される英語──を公平かつ理解

しやすい形で示しています。また、トピックについ

ても、あらゆる学習者にとって十分に身近なものと

なっています。

　TOEIC Programは、世界中の日常生活や職場

において有用な英語の「学び」を測り、学習者や教

員の焦点がそうした学びに向かう一助となるテス

トを提供していきます。
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TOEIC Programでは、受験者の実際の英語コミュニケーショ
ン能力について意味ある解釈が可能なスコアを提供するために、
オーセンティックな英語コミュニケーションに重点を置いて
います。テストの内容、タスク、採点の基準は現実世界にお
ける英語の使用に即しており、世界中の英語教育および学習
にポジティブな波及効果をもたらすよう設計されています。

オーセンティックなタスクを通じて、
実践的な英語コミュニケーション能力の習得を促進

66
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TOEIC Programのオーセンティックなタスク
──現実世界のコミュニケーション場面を反映

英語コミュニケーション能力とは
英語を“使って”物事を遂行する能力

　

　TOEIC Programは、受験者が国際的な日常生活

や職場の場面で効果的にコミュニケーションを図る

ために、自らの英語の知識や技能をいかに上手く活用

できているかを直接測定しています。

　 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力（communicat ive 

competence）── 使用する能力（ability for use）と

も呼ばれます──を評価するテストであるTOEIC 

Programが測定対象とするもの、それは単に英文法

や語彙の知識や、英単語の聞き取り、

英語音素の発音、英文

作成といった言

語を理解し産出するための基礎的なスキルに留まり

ません。

　確かに、これらを含めた言語知識や基礎スキルは

コミュニケーション能力の重要な構成要素です。です

が、それら自体が実際のコミュニケーション能力を代

表するわけではありません。

　「効果的なコミュニケーション」には、言語を使って

物事を遂行する行為が伴います。英語学習者は、英語

で理解したり意味を伝えたりするために、読む・聞く・

話す・書く際に自らの持てる言語知識や基礎スキル

を駆使します。その場面は多岐にわた

り、文章や聞き手、目的も

さまざまです。

コミュニケーションタスクを遂行する中で
言語はオーセンティックに使用される

　
　英語を使う能力について考えるために、コミュニ

ケーションを伴う「タスク」を想像してみましょう。コ

ミュニケーションタスクを遂行するためには、言語能

力を用いる必要があります。タスクの例として、以下

が挙げられます。

●�重要な情報を知って対応を決められるよう、アナウ

ンスを聞く

●�いつ・どこで物事が行われるのかを理解するため

に、スケジュールを読む

●�食べたいものを注文するために、飲食店で発話する

●�相手に考えやニーズや目的を伝えるために、Eメー

ルを書く

測定対象

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース※1、

プラグマティクス※ 2、etc.）

読む
Reading

聞く
Listening

話す
Speaking

書く
Writing

※1「ディスコース」とは、一貫性あ
る話し言葉・書き言葉の文章
を形成する単語や文の集合を
指します。

※2「プラグマティクス」とは、特定の
状況や文脈、受け手に対応す
る言語の使われ方を指します。
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　これらのタスクの例からは、コミュニケーションを

図るために言語がオーセンティック（authentic: 実際

的）な形で ──つまり、目的、状況、文脈や、時には特

定の相手に応じた形で──使われていることが分か

ります。TOEIC TestsおよびTOEIC Bridge Tests

では、英語学習者が現実世界でこうしたタスクに取り

組む際に必要となる、オーセンティックな形でコミュ

ニケーションを図る能力を測定しています。

現実世界の日常生活や職場の場面から
抽出されたタスクを通じて測定

　

　学習者の英語コミュニケーション能力をオーセン

ティックに測定するために、TOEIC TestsとTOEIC 

Bridge Testsには、現実世界の日常生活や職場の場

面から抽出されたタスクが用いられています（e.g., 

Ashmore et al., 2018; Park & Bredlau, 2018）。こうし

たタスクは実際のコミュニケーションでの英語の使

われ方を反映するために、受験者に対して、文脈や目

的に応じて英語を解釈する（読む・聞く）、あるいは発

信する（話す・書く）ことを求めます。

　例えば、TOEIC Speaking Testのタスクでは、下

図のような、オーセンティックな情報が提示される場

合があります。図には、新規ビジネスの開始に関する

一連のセミナーについての情報が掲載されています。

　受験者のタスクは、まずは図に示された情報を読ん

で理解し、セミナー参加に興味を持って電話をかけて

きた話者からの一連の質問に答えることです。

(Narrator): Hello, I’m calling about a conference on May 27 I saw advertised in the newspaper. 
It’s about starting your own business. I was hoping you could give me some information.
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質問の例としては以下のようなものがあるでしょう。

Could you tell me what time the conference 

starts and how long it will last?

セミナーは何時に始まって、何時に終わりますか？

　タスクに取り組む受験者は、実際の職場の場面を体

験している状態となります。情報を処理し、潜在的な

顧客からの質問に正確に答えて、効果的にやり取りを

しなければなりません。このタスクでは、語彙や文法

の知識のほかに、「読む・聞く」能力、そして最後には

「話す」能力が求められます。これはまさに、現実世界

において、さまざまな言語知識と技能を駆使して遂行

するタスクに取り組んでいる状態と言えます。

採点基準も
現実世界に即して設定

　

　受験者のパフォーマンスについても、現実世界にお

ける期待、あるいは基準に応じて採点されます。例え

ば、上記のタスクに対するパフォーマンスの場合、採

点の対象となるのは、いかに上手に適切な語彙や文法

を活用できたか、いかにわかりやすく明瞭に話すこと

ができたか、だけではありません。質問に対してどれ

だけ正確に答えられたか、返答がどのくらい完成され

ていたか、どのくらい社会的に適切であったか、とい

う点も採点対象となります。

　また、受験者がネイティブスピーカーのように言語

を用いているかという点は採点の対象にはされてい

ません。英語に堪能な話者（ネイティブもしくはノンネ

イティブ）にとって、返答が理解しやすいか、コミュニ

ケーションが効果的かどうか、という点に基づき採点

されます。

オーセンティシティを重視する理由（1）
──コミュニケーション能力を
	 直接測定するテストに“不可欠”なため 　

　ではなぜ、TOEIC Programはオーセンティックな

英語コミュニケーションをこれほど重視するのでしょ

うか？　そこにはいくつかの重要な理由があります。

　第一に、テスト利用者（企業・団体・教育関係者など）

が得たい情報は、受験者が英語を使って「できること」

と、それを「いかに適切にできるのか」であり、受験者

が英語の言語システムや構造に関してどのような知

識を持っているかという点だけではない、ということ

です。

　テスト利用者は英語能力テストのスコアを、受験

者のコミュニケーション能力──英語を「使って」コ

ミュニケーションを図る能力──の指標として捉え

ていますが、各４技能においてオーセンティックなコ

ミュニケーションタスクを出題しない英語テストは、

最良の場合でも、英語を使ってタスクを達成する能力

を、間接的かつ不完全な形で測定するに留まります。

　倫理と責任を果たす言語テストとして、受験者のコ

ミュニケーション能力に対する意味ある解釈を裏付

けるためには、現実世界での言語使用を反映したオー

センティックなコミュニケーションタスクを出題しな
0 0

ければならな
0 0 0 0 0 0

い
0

のです（Norris & East, 2021）。

■公式サイトから 
　サンプル問題を
　ご覧いただけます。

https://iibc.me/qual_
persp_tp_03

https://iibc.me/qual_persp_tp_03
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オーセンティシティを重視する理由（2）
──教育・学習にポジティブな
	 影響を与えるため 　

　TOEIC Programがオーセンティックな英語コミュ

ニケーションを重視する第二の重要な理由は、英語学

習者や教員に有意義な学習目標を提供し、信頼の置

けるテストによって学習進捗を測定していただくた

めです。

　TOEIC Programで好成績を収めるために言

語知識と技能を伸ばすことは、同時に英語コミュニ

ケーション能力の習得という有意義な目標に取り組

むことでもあります。結果として、学習者はオーセン

ティックなコミュニケーションタスクを達成できるよ

うになるでしょう──これこそが、言語教育における

望ましい成果ではないでしょうか。

　このTOEIC Programと、英語教育・学習の関係

については、次項でさらに詳しく見ていきます。
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より適切で高品質なテストの選択が
より良い成果につながる

　

　TOEIC Programの主要な目的のひとつが、質の

高い意思決定の裏付けとなる言語テストの提供で

す。下図のように、言語テストは言語技能に関する情

報を提供しています。こうした情報は個人に関する

重要な意思決定に用いられることがあります。例え

ば組織が候補者の「採用・昇進」の判断材料としたり、

研修機関が生徒の「プレイスメント」の決定に用い

たりするケースが挙げられます。

　テストスコアに基づく意思決定はポジティブある

いはネガティブな結果（成果）をもたらします。例

えば、組織が言語テストのスコアに基づいて、言語

技能が求められるポジションに社員の採用・昇進

を行い、その社員が新たに就いたポジションで言

語技能を発揮できた場合には、その意思決定はポ

ジティブな（もしくは有益な）結果をもたらしたと

言えるでしょう。その社員が必要な言語技能を持

たず、それが仕事の遂行能力に影響を及ぼす場合

には、その意思決定はネガティブな成果を招いたと

言えます。

　また、例えば研修機関が言語テストのスコアに基

づいて生徒（受験者）を正確に分類し、適切なコース

に振り分けることができた場合には、その意思決定

はポジティブな成果をもたらしたと言えるでしょう。

適切なテストの選択がポジティブな波及効果につながる

言語技能に関する
意思決定

(e.g., 採用、選抜、プレイスメント)

結果：
ポジティブな

成果

対象と目的に対して
適切なテスト

を選択する

● 意思決定の材料として必要な技能を測定するテスト
● 十分な品質のテスト

テストによって言語技能を測定

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース、

プラグマティクス、etc.）

読む
Reading

聞く
Listening

話す
Speaking

書く
Writing

Score 
Report

Score 
ReportScore 

ReportScore 
ReportScore 

Report

Score Descriptors
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プレイスメントにおける正確な意思決定は、効果的

な教育・学習に寄与する可能性があります。また、当

然ながら、適切なコースに生徒を振り分けることが

できなかった場合には、教育・学習の効果が下がっ

てしまう可能性があります。こうした影響はテスト

が教育・学習にもたらす「波及効果」（washback）と

呼ばれています。この「波及効果」については後ほど

詳しく見ていきます。

　言語テストの選択は意思決定がもたらす成果に

影響を及ぼし得るため、テスト利用者はいくつかの

重要な点に留意する必要があります。まず何より

も、言語テストが提供する言語技能に関する情報

が、意思決定の材料となる言語技能・知識・能力に

関連した情報である必要があります。多くの場合、

テスト利用者は英語コミュニケーション能力に関

心がありますが、こうした能力は（限定的・間接的な

タスクによって英語コミュニケーション能力を予測す

るテストと比べて）、「聞く・読む・話す・書く」技能

を直接測定するテストによって最も良く証明され

ます。

　次に、スコアの品質が意思決定の重要性に対して

十分に高い必要があります。２つの異なるテストが

同じ技能を測定すると主張している場合──例え

ば、２つのテストがいずれも「英語スピーキング能

力」を測定する場合など──であっても、対象技能の

定義や測定方法はそれぞれのテストによって必然的

に異なります。また、測定品質（信頼性・妥当性・公平

性）の水準も異なるでしょう（測定品質について詳しく

はSection 3「ETSの品質への取り組み」をご参照くだ

さい）。究極的には、質の高い意思決定につながるベ

ストケースシナリオとは、より直接的なアプローチで

最も関連性のある技能を高品質に測定するテストを

識別することなのです。

テストによる教育・学習への
「波及効果」

　

　教育的観点から、言語テストの選択が言語の教育・

学習に影響を及ぼす可能性が指摘されています（e.g., 

Hsieh, 2017）。とりわけ、採用や人材選抜などの極め

て重要な意思決定を伴う場合、テストは教育・学習

に大きな影響をもたらし得ることが、リサーチにより

分かっています。

　教員や学習者は、重要なテストの準備のために多

くの時間を費やす場合がありますが、その影響とし

て、彼らはそのテストが評価対象としている言語技

能の向上に注力することになります。上記でもすで

に触れていますが、重要な意思決定にテストを用い

ることによるこうした影響も、テストが教育・学習に

与える「波及効果」（washback）と呼ばれます。

波及効果は「ポジティブ」にも
「ネガティブ」にも作用する

　

　ここで重要なのが、波及効果は「ポジティブ」に

も「ネガティブ」にも作用するという点です。言語テ

ストがオーセンティックで適切なタスク──現実世

界においてオーセンティックにコミュニケーション

を図る能力を測定するよう設計された現実的なタス

ク──を出題し、適切な言語技能に焦点を当ててい

る場合は、教育・学習にポジティブな影響をもたら

す可能性があります。一方で、言語テストがオーセ

ンティックでない不適切なタスクを出題している場

合には、現実世界での英語の使われ方を反映しない
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タスクに注力するよう教員や学習者を促すことにな

り、教育・学習にネガティブな影響をもたらす可能性

があります（Norris, 2018の議論も参照）。

　また、言語テストが言語知識や技能の非常に限ら

れた側面に焦点を当てている場合にも、やはり教育・

学習にネガティブな影響をもたらす可能性がありま

す。教員や学習者が幅広いコミュニケーション能力

に目を向ける代わりに、言語能力の限られた側面に

注力するように促されてしまうためです。

　では、ここで波及効果について、２つの視点──

（a）タスクのオーセンティシティ；（b）測定対象とする

技能──から見ていきましょう。

波及効果に影響を与える要素：
（a） タスクのオーセンティシティ

　

　まず、なぜタスクのオーセンティシティが重要

なのでしょうか？　それは、言語テストがオーセン

ティックなコミュニケーションタスクをどの程度含

むかによって、波及効果はポジティブなものにも、ネ

ガティブなものにもなり得るためです。

　例えば、リスニングとリーディングのテスト問題

のほとんどが文法や語彙の知識を測るものだった

場合、学習者は文法や語彙の暗記に注力した方が良

いと考えるかもしれません。文法や語彙の知識は言

語能力の重要な基礎を成すものですが、現実世界で

リスニング力やリーディング力を用いて言語を理

解するためには、より幅広い知識や技能が求められ

ます。

　オーセンティックなテストタスク──現実世界の

コミュニケーション場面を効果的にシミュレートし

たタスク──は教員や学習者を、現実世界のコミュニ

ケーションで求められる技能に注力するよう促しま

す。TOEIC TestsおよびTOEIC Bridge Testsは

この根本方針を念頭に、ポジティブな波及効果を促進

するよう設計されています（Schmidgall et al., 2021）。

　例えば、右記のTOEIC Listening & Reading 

Testのリーディングセクションのサンプル問題をご

覧ください。

　このタスクは職場の場面に設定されており、受験

者は限られた時間を使って複数の文書を参照し、設

問に解答します。３つの文書に目を通しながら必要

な情報を集めていけば、解答にたどり着ける問題で

すが、こうした情報処理──限られた時間内でさまざ

まな資料から目的の情報を見つける作業──はまさに

現実生活の場面、とりわけ職場でよく見られるタスク

です。タスクに設定されたコミュニケーションのゴール

を達成するには、必要な情報を捉えて一定時間内に処

理する能力が不可欠となりますが、このようにオーセ

ンティックなタスクをテストに出題することにより、ポ

ジティブな波及効果を期待することができます。テス

トの準備のための学習において、こうしたタスクを練

習することで、実社会で役立つスキル──英文を効

率的に読んで情報を迅速に処理する方法──を学ぶ

ことができるためです。

■本サンプル問題の全ての設問は、
以下サイトでご確認いただけます。

https://iibc.me/qual_
persp_tp_04

https://iibc.me/qual_persp_tp_04
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199.　Which color does Mr. Phan indicate that he likes?
(A) Caspian Blue
(B) Deep Sea Blue
(C) Stormy Blue
(D) Misty Gray
� 解答： (C) Stormy Blue
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波及効果に影響を与える要素：
（b） 測定対象とする技能

　

　次に、どういった技能に焦点を当て、測定の対象と

するかを検討することが、なぜ重要なのかについて

も見ていきましょう。

　多くの場合、テスト利用者はコミュニケーション

能力に関心を持っていますが、ここで波及効果の前

提である「教育・学習の目標に対して適切なテスト

を使用する」という点を踏まえて考えてみましょう。

　例えば、学習者が総合的な英語コミュニケーショ

ン能力の習得を目指しているとします（右記のCASE 

1-1をご参照ください）。この場合、英語の４技能（読む・

聞く・話す・書く）の全てを測定することが必要とな

りますが、この「４技能受験」が受信・発信の能力を

バランスよく教育・学習することにつながります。つ

まり、このケースでは、テストによる教育・学習への

波及効果がポジティブに作用している、と言えるで

しょう。

　また、テストの選択は、教員や学習者に対して、ど

のようなコミュニケーション能力のモデルに価値を

置くのかを伝えるメッセージでもあります。CASE 

1-1に示した通り、「４技能モデル」は、総合的な英語

コミュニケーション能力（４技能）の習得を目指す教

育・学習に対して、よりポジティブな波及効果を与え

る可能性があります。テスト受験に向けて準備をす

る教員や学習者が、言語能力のあらゆる側面に目を

向けるように促されるためです。長期的に見れば、教

員や学習者がコミュニケーションを効果的に図るた

めに必要な幅広い能力に注力するようになり、英語

能力の習得という点で、より高い成果を生み出すこ

とにつながるでしょう。　

　さらに、右記のCASE 1-2のように、リーディング

とリスニングの技能を最優先で習得したいケースで

は、リーディング力とリスニング力のみを（オーセン

ティックなタスクを用いたテストによって）測定した場

合においても、これら２技能の教育・学習につながる

ため、ポジティブな波及効果が期待できます。

　一方で、４技能は互いに関連し合っているため、究

極的には４技能受験はリスニングやリーディングの

技能の向上にも効果的です。この点について詳しく

はSection 7「「４技能」を測るTOEIC Program」を

ご参照ください。

　では、p. 64の図解CASE 2-1のように、総合的な

コミュニケーション能力（４技能）の習得に関心があ

りながらも、リーディングとリスニングの技能の測定

結果のみを用いた場合に起こり得ることを考えてみ

ましょう。

　リーディングとリスニングの技能に関する情報の

みを用いると、総合的な言語能力に関する情報が限

られ、コミュニケーション能力の全体像が見えにく

くなります。その結果、言語評価の質が下がること

で、意思決定の誤りが生じやすくなり、ポジティブな

成果を得る機会が減ってしまう可能性があります。

さらに、波及効果として、教員や学習者に対して、コ

ミュニケーション能力の「４技能モデル」に価値を置

いていないというメッセージを送ることにもなって

しまうのです。

　また、p. 64の図解CASE 2-2のように、リーディン

グとリスニングの技能を習得したいと考えながらも、

語彙や文法のみを測定した場合においても、波及効

果はネガティブに作用する可能性があるでしょう。
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CASE 1

CASE 1-2 限られた期間で「読む・聞く」技能を優先したい受験者※

➡2 技能「読む・聞く」のテストを受験

ポジティブな
ウォッシュバック効果

教育・学習の目標に
対して適切なテスト
を使用

適切な教育・学習が
促される

※４技能は互いに関連し
合っているため、特定の
技能だけを習得したい学
習者にとっても、4技能全
てを学習し、測定すること
は非常に重要な意味を持
ちます（詳しくはSection  
７「「4技能」を測るTOEIC 
Program」をご参照くだ
さい）。

CASE 1-1 学習開始時から、4 技能の習得を目指す受験者
➡ 4 技能全てのテストを受験

教育・
学習

ポジティブな
波及効果

Reading Listening Speaking Writing

テストで測定する技能

受験したテスト

Reading
Listening
Speaking
Writing

受験したテスト

Reading
Listening
Speaking
Writing

教育・
学習

ポジティブな
波及効果

テストで測定する技能

Reading Listening Speaking Writing
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CASE 2

CASE 2-2 限られた期間で「読む・聞く」技能を優先したい受験者
➡語彙と文法の知識のみを測るテストを受験

教育・学習の目標に
対して適切でないテスト
を使用

※1「ディスコース」とは、一貫性ある話し言葉・書き言葉の文章を形成する単語や文の集合を指します。
※2「プラグマティクス」とは、特定の状況や文脈、受け手に対応する言語の使われ方を指します。

CASE 2-1 学習開始時から、4 技能の習得を目指す受験者
➡一部の技能（例：「読む・聞く」のみ）のテストを受験

受験したテスト

Reading
Listening
Speaking
Writing

教育・
学習

ネガティブな
波及効果

Reading Listening Speaking Writing

テストで測定する技能

教育・
学習

ネガティブな
波及効果

Reading Listening

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース※１、

プラグマティクス※２、 etc.）

Speaking Writing

テストで測定する技能

受験したテスト

Reading
Listening
Speaking
Writing

〈言語知識と基礎スキル〉
　語彙
　文法
　発音
　ディスコース
　プラグマティクス、 etc.

ネガティブな
ウォッシュバック効果

適切な教育・学習に
つながらない可能性
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　ここまでお伝えした通り、（a）タスクがいかにオー

センティックであるか；（b）どういった技能に焦点

を当て、測定の対象とするか、という両視点から、適

切なテストを使用することが、教育・学習へのポジ

ティブな波及効果につながります。TOEIC Tests

およびTOEIC Bridge Testsは、４技能をオーセン

ティックなタスクを通じて測定することで、教員や

学習者が現実世界のコミュニケーションにおいて求

められる技能に注力するよう促しています。そして、

これこそがTOEIC Testsおよび TOEIC Bridge 

Testsの設計の根本方針でもあります。
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「４技能」を測る
TOEIC Program

TOEIC Programは英語コミュニケーションの４技能「聞く・読む・
話す・書く」を評価し、各技能のスコアを通じて、受験者の能力を
解釈するための有効な情報を提供しています。本セクションでは、

「総合的な英語コミュニケーション能力」──英語のさまざまな
側面における全般的な能力──の習得という観点から、TOEIC 
Programが４技能の測定を推奨する理由や背景について解説し
ます。

総合的な英語コミュニケーション能力を
高精度に評価

77
Section
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TOEIC Programと４技能
──「読む・聞く・話す・書く」はつながっている 

「４技能」アプローチとは？ 　

　第二言語能力は多数の要素で構成される──これ

は第二言語習得と言語テスティングに携わる研究者

たちの大方の共通理解となっています（Bachman & 

Palmer, 2010 ; Canale & Swain, 1980）。つまり、私たち

が第二言語能力の総合力として捉えているものは、実

際には、相互に関連する知識や技能が集まったものな

のです。

　コミュニケーション能力を構成する多様な言語使用を

簡潔に整理するために、研究者たちが見出した最も有

意義な手法のひとつが「４技能」アプローチです。４技

能アプローチでは、「読む・聞く・話す・書く」という４技

能を、多様な言語使用のモダリティ（コミュニケーションの

モード）においてコミュニケーションを図る能力を構成す

る必須の言語技能としています。

　下図のように、４技能はつながっていながら、それぞれ

が別々の技能でもあります。

総合的な
英語コミュニケーション能力

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース、

プラグマティクス、etc.）

受信力

読む
Reading

聞く
Listening

発信力

話す
Speaking

書く
Writing

話し言葉

書き言葉
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「４技能」を測る 
TOEIC Program
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「話す・書く」は発信力、つまり受け手に向けてメッセージを作り出す能力です。

「読む・聞く」は受信力、つまり目や耳を通じてインプットした言語から意味を組み立てる能力です。

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース、

プラグマティクス、etc.）

受信力

読む
Reading

聞く
Listening

発信力

話す
Speaking

書く
Writing

話し言葉

書き言葉

総合的な
英語コミュニケーション能力

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース、

プラグマティクス、etc.）

受信力

読む
Reading

聞く
Listening

発信力

話す
Speaking

書く
Writing

話し言葉

書き言葉

総合的な
英語コミュニケーション能力
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「読む・書く」はいずれも「書き言葉」という点で、つながっています。

また、「聞く・話す」はいずれも「話し言葉」という点で、つながっています。

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース、

プラグマティクス、etc.）

受信力

読む
Reading

聞く
Listening

発信力

話す
Speaking

書く
Writing

話し言葉

書き言葉

総合的な
英語コミュニケーション能力

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース、

プラグマティクス、etc.）

受信力

読む
Reading

聞く
Listening

発信力

話す
Speaking

書く
Writing

話し言葉

書き言葉

総合的な
英語コミュニケーション能力
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さらに、コミュニケーションの４技能（読む・聞く・話す・書く）は、土台となる言語知識と基礎スキル（語彙、文法、発音、ディスコー

ス※1、プラグマティクス※ 2など）を共有しています。

言語知識と基礎スキル
（語彙、文法、発音、ディスコース※1、

プラグマティクス※ 2、etc.）

受信力

読む
Reading

聞く
Listening

発信力

話す
Speaking

書く
Writing

話し言葉

書き言葉

総合的な
英語コミュニケーション能力

※1「ディスコース」とは、一貫性ある話し言葉・書き言葉の文章を形成する単語や文の集合を指します。
※2「プラグマティクス」とは、特定の状況や文脈、受け手に対応する言語の使われ方を指します。

コミュニケーションタスクの遂行には
言語知識と基礎スキルに加えて
コミュニケーションの技能が必要 

　

　この土台となる「言語知識と基礎スキル」は、個々の

「コミュニケーション技能」（読む・聞く・話す・書く）と共に

活用されます。つまり、「言語知識と基礎スキル」と「コ

ミュニケーション技能」の組み合わせが、コミュニケーショ

ンタスクのパフォーマンスを左右します。現実世界でもほ

とんどの場合において、コミュニケーションタスクを遂行

する際には、言語知識、基礎スキル、コミュニケーション

技能を組み合わせる必要があります。

　テストによって特定のコミュニケーション技能を評価す

る際、その測定対象となるのは、「言語知識と基礎スキ

ル」と「コミュニケーション技能」を組み合わせて、コミュ

ニケーションタスクを遂行・達成する能力です。例えば、

TOEIC Speaking Testによって学習者を評価する際、

テスト利用者が知りたいのは、その受験者がスピーキン

グタスクを遂行する中で、（a） 言語知識と基礎スキル

（e.g.,語彙や文法の知識、わかりやすく発音する能力、プラグ

マティクスやディスコースの観点から適切な文や文章を組み

立てる能力）を活用しながら、（b） 言語コミュニケーション

技能（e.g., 描写する能力、質問に応える能力、意見を述べる

能力）を発揮できているか、という点なのです。

　先の図から推察される通り、TOEIC Programの各

テストは、受験者の「言語知識と基礎スキル」と「測定

対象の技能を用いて効果的にコミュニケーションを図る

能力」の両者を捉えています。
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TOEIC Programは
４技能を個別に評価

　

　TOEIC Programは４技能全てを個別に測定し、技

能ごとにスコアを提供しています。スコアのレポートも技

能別に提供しており、特定の技能に絞って測定したいと

いう利用者のニーズに応えています。そうしたニーズの

例としては、雇用者が、４技能全てではなくその一部を

求められる仕事や職種において人材を選抜する際に、

対象とする仕事に必要な技能のスコアを主に利用する

といったケースが挙げられます。また、学習者や教員は、

技能別のテストとスコアによって、学習者の英語コミュニ

ケーション能力の強みや伸ばすべき点を把握することが

できます。

　下図の通り、TOEIC Tests、TOEIC Bridge Tests

のいずれをご利用いただいても、４技能を個別に測るこ

とができます。

　職場や英語学習の状況によっては、一部の技能を個

別に測定することが重要な意味を持つこともあります。

一方で、多くの場合、言語テストの利用者が第一に求め

ているのは、総合的なコミュニケーション能力を評価する

ことではないでしょうか。

　４技能受験は総合的なコミュニケーション能力を最適

な形で評価し、その評価結果の有効性は一部の技能

のみを測定する場合に比べてより高いものとなります。

英語の４技能はつながっていながら、それぞれが別々の

技能でもあります。そのため、全４技能を個別に測定す

ることにより、英語コミュニケーション能力をより詳細に把

握しながら総合的に評価し、土台となる言語知識と基

礎スキルをより高い精度で評価することが可能となるの

です。
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TOEIC Programと総合的な英語コミュニケーション能力の構築

４技能に偏りのない学習者は
より高いパフォーマンスを発揮する傾向に

　

　目的やニーズによっては、４技能の一部を評価するこ

とが現実的なケースもあるでしょう。一方で、学習者や教

員にとっては、総合的な英語コミュニケーション能力の構

築に注力することも重要です。

　概して、４技能をバランスよく習得した学習者は、英語

力に偏りのある学習者（例えば、「受信力」の方が「発信

力」よりも高いなど）に比べて、英語を介したコミュニケー

ション環境で高いパフォーマンスを発揮しています。その

ため、例えば学習者の総合的な英語コミュニケーション

能力を把握するためにTOEIC Listening & Reading

（以下、TOEIC L&R）のみを用いる場合には、４技能受

験の結果を用いるほどの有効性は期待できない可能性

があります。TOEIC L&Rで高スコアを取得している受

験者であっても、発信力はそれほど高くないというケース

があり得るためです。そのため、学習者の総合的な英

語コミュニケーション能力の把握を目的とする場合には、

TOEIC Programの各テストによって提供されるような

「全４技能の包括的な評価」を用いることを強く推奨し

ます。

　TOEIC Programが４技能の測定による総合的な

英語コミュニケーション能力の評価を推進する背景に

は、いくつかの重要な理由があります。

現実世界のコミュニケーションタスクでは
同時に複数の技能が求められる

　

　ほとんどの職場環境において不可欠とされ、多くの

TOEIC Programの利用者が最も重視しているもの、

それは総合的な英語コミュニケーション能力であり、個

別の技能自体ではありません。

　コミュニケーション能力とは基本的に、モダリティ横断

的に言語を統合して用いることであり、現実世界のコ

ミュニケーションタスクでは概して複数の技能を同時に

活用します。例えば、テスト利用者が、ビジネス会議で円

滑に英語プレゼンテーションを遂行できる人材を選抜す

る場合、候補者のスピーキング力を測定することは必要

かつ適切でしょう。ですが、こうしたスピーキングタスクは

たいていの場合、十分なスピーキング力のみで円滑に

対応し切れるものではありません。関連する背景情報を

読んで理解できるリーディング力や、聴衆からの質問を

理解できるリスニング力も求められます。

　そのため、４技能のうちのひとつだけを測定、あるいは

いくつかの技能だけを測定していては、受験者のコミュ

ニケーション能力の全体像を捉えきれない可能性があ

るのです。

　このことは、初級者も含めた全レベルの受験者に当て

はまります。例えば、TOEIC Bridge Testsに出題され

るコミュニケーションタスクの多くは、初級者のパフォーマ

ンスを効果的に引き出し、彼らが持てる能力を存分に示

すことができるよう設計されています。
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　初級者が「書ける・話せること」は限られているかも

しれませんが、テスト利用者が受験者の総合的な英語

コミュニケーション能力に基づいて意思決定を行う際に

は、受信力（聞く・読む）だけでなく、発信力も含めて測

定することが重要です。

　TOEIC Programの各テストは個々の技能を詳細

に測定し、受験者の能力に関する有用な情報を提供し

ています。同時に、４技能の測定を通じ、英語を用いて

効果的にコミュニケーションを図る能力をより完全な形

で評価するという、多くのTOEIC Program利用者の

目的に応えています。

関連技能の測定結果を活用することで
より精度の高い評価が可能に

　

　さらには、測定対象の技能だけでなく、その関連分

野の技能についても測定することで、受験者の技能をよ

り正確に評価できることが、ETSのリサーチによって分

かっています。

　例えば、ある候補者のスピーキング力を評価するとい

うケースでも、その関連技能（e.g., リスニング、リーディング、

ライティング）に関する情報も組み入れることで、スピーキ

ング力をより精度高く評価することができます。４技能は

互いに絡み合い、土台となる言語知識や基礎スキルは

４技能横断的に用いられるため、関連技能の測定結果

を共に活用することが、対象とする技能をより詳しく、微

細かつ正確に評価することにつながります。

　例えば、ある受験者が４技能全てを測定した結果、

リーディングとライティングのスコアが比較的高い一方

で、リスニングとスピーキングのスコアが低めだった場合、

重点的に学習する必要がある分野は「話し言葉」に関

するスキルであると解釈することができます。

　また、リスニングとリーディングで高スコアを取得しなが

らも、スピーキングとライティングのスコアが低めだった場

合には、「発信力」を伸ばす練習を増やす必要がある

と解釈することができます。

　さらには、4技能は互いに絡み合い、土台となる言語

知識と基礎スキルを共有しているため、4技能別のスコ

アレンジ別評価を解釈する際に、ある特定の知識（例え

ば「語彙」など）に焦点を当ててみることで、その知識の

全体像や学習の改善点を把握することができます。

　 例えば、右 記のCASEのように、ある受 験 者が

TOEIC Testsのスコアレンジ別評価をチェックして、

リーディングの該当箇所では「中級レベルの語彙が理

解できる」とあり、スピーキングでは「使用できる語彙・

語句の範囲が限られている」と記述されていたとします。

この場合、その受験者は「なるほど、自分には中級レベ

ルの語彙知識があるけれど、多様な語彙を使って話す

練習が必要なのだな」と考えるかもしれません。つまり、

複数の技能を測定することで、日常タスクの遂行可能度

や重点的に伸ばすべき点を予測するうえで、相互補完

の効果が期待できるのです。
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CASE

TOEIC Testsの公式認定証

TOEIC Testsの
スコアレンジ別評価一覧（一部抜粋）

TOEIC Testsで４技能を測定した結果が出そ
ろった。こうして４技能を一覧してみると、自分
のコミュニケーション能力の全体像がよく分
かるし、改善ポイントも細かくチェックできる。

学習計画を立てるためには、スコアをもっと詳
細に理解したい。

よし、自分のスコアレンジに該当する評価一覧
も参照・比較してみよう。

スコア
110 ～ 120

一般的にスコアが110~120のレンジ内に該当する受験者は、ある程度、意見を述べる、または複雑
な要求に応えることができる。ただし、応答には以下のような問題がみられる。
・言葉が不正確、あいまい、または同じ言葉を繰り返し述べている
・聞き手の立場や状況をほとんど、またはまったく意識していない
・間が長く、躊躇することが多い
・考えを表現すること、またいくつかの考えを関連づけて表現することに限界がある
・使用できる語彙・語句の範囲が限られている
また、ほとんどの場合、質問に回答し、基本的な情報を提供することができる。しかしながら、しばし
ば内容は理解しにくい。
書かれたものを読み上げる際の英語は概ねわかりやすいが、自らが考えて話をするときは、発音、イ
ントネーション、強調すべき部分に時々誤りがある。

スコア
140 ～ 160

一般的にスコアが140~160のレンジ内に該当する受験者は、簡単な情報を提供する、質問をする、
指示を与える、または要求することが的確にできるが、理由や例をあげて、または説明をして、意見を
裏付けることは部分的にしかできない。
簡単な情報を提供する、質問する、指示を与える、または要求するときは、明確で、一貫性のある、的
確な文章を書くことができる。
意見について説明しようとするときは、その意見と関連のある考えやある程度の裏付けを提示する
ことができる。
一般的な弱点には、以下のようなものがある。
・要点の具体的な裏付けや展開が不十分である
・述べられている様々な要点同士の関連が不明確である
・文法的な誤りがある、または語彙・語句の選択が不正確である

370～275

一般的に以下の長所が認められます。
・短い会話において、特に語彙が難しくないと
きは、話の主旨、目的、基本的な文脈が推測で
きることもある。
・長い聴解文において、情報の繰り返しや言い
換えがあるときは、話の主旨、目的、基本的な
文脈が理解できる。
・短い会話において、簡単な、または中級レベル
の語彙が使用されるときは、話の詳細が理解
できる。
・長い聴解文において、情報が繰り返され、解答
に必要な情報が話の最初か最後に提示され
るときは、話の詳細が理解できる。情報が少
し言い換えられていても、詳細が理解できる。

一般的に以下の弱点が認められます。
・短い会話において、応答が間接的だったり、簡
単に予測できないとき、もしくは語彙が難し
いときは、話の主旨、目的、基本的な文脈の理
解が困難である。
・長い聴解文において、広い範囲にわたって情
報を関連付ける必要があるとき、もしくは難し
い語彙が使用されるときは、話の主旨、目的、
基本的な文脈が理解できない。
・短い会話において、構文が複雑なときや、難し
い語彙が使われている場合は、話の詳細が理
解できない。否定構文が使用されるときは、
詳細が理解できないことが多い。
・長い聴解文において、広い範囲にわたって情
報を関連付ける必要があるとき、もしくは情
報が繰り返されないときは、話の詳細が理解
できない。言い換えられた情報、または難しい
文法的な構造はほとんど理解できない。

420～325

一般的に以下の弱点が認められます。
・文章内の広い範囲にわたる情報を関連付ける
ことができない。
・難しい語彙、よく使用される単語の例外的な
意味、または慣用句的な使い方が理解できな
いこともある。似たような意味で使われる複
数の単語は、区別できないことが多い。

スピーキング ライティング

SAMPLE

SAMPLE

リスニング 長所 弱点 リーディング 長所 弱点

一般的に以下の長所が認められます。
・文章の主旨や目的が推測できる。詳細が推測
できる。
・意味を読み取ることができる。言い換えが
あっても、事実に基づく情報が理解できる。
・文章に使用されている語彙や文法が難しいと
きでも、文章の限られた範囲内では情報を関
連付けることができる。
・中級レベルの語彙が理解できる。文脈中の難
しい語彙、よく使用される単語の例外的な意
味、慣用句的な使い方が理解できることもあ
る。
・規則に基づいた文法構造が理解できる。ま
た、難しく、複雑で、あまり使用されない文法
的な構造が理解できる。

まずはリーディングの語彙について見てみよう。
長所は「中級レベルの語彙が理解できる。文脈中
の難しい語彙、よく使用される単語の例外的な意
味、慣用句的な使い方が理解できることもある」
とある。弱点には改善ポイントが示されているな。

TOEIC L&R

https://iibc.me/
qual_persp_tp_05

TOEIC S&W

https://iibc.me/
qual_persp_tp_06

TOEIC Bridge L&R

https://iibc.me/
qual_persp_tp_07

TOEIC Bridge S&W

https://iibc.me/
qual_persp_tp_08

■参考資料：スコアレンジ別評価一覧

おお、スピーキングでは「使用
できる語彙・語句の範囲が限
られている」とある。でも、大
丈夫、中級レベルの語彙知識
があることはリーディングの
結果で分かっているから、自分
に必要なのは、多様な語彙を
使って話す練習
をすることだ！

https://iibc.me/qual_persp_tp_05
https://iibc.me/qual_persp_tp_06
https://iibc.me/qual_persp_tp_07
https://iibc.me/qual_persp_tp_08
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４技能の相関性は“完全”ではない
──技能別の測定が必要

　

　４技能の間には関係性があり、ひとつの技能の測定

結果がそのほかの技能の少なくとも間接的なエビデンス

となる可能性があります。それでもやはり、４技能は個別

の技能であり、それぞれを別々に測定する必要がありま

す。本セクションで前述した通り、言語能力は多数の要

素で構成されており、そのうちの特定の能力は４技能そ

れぞれでのみ用いられるというのが、研究者たちの大方

の共通理解となっています。

　また、ETSの研究員たちが、TOEIC Testsを受験

した12,000人余り（うち約7,500人が全４技能を受験）の

データを分析した結果、４技能のテスト結果（リスニング、

リーディング、スピーキング、ライティングの各スコア）の間に

は、中程度の相関はあるものの完全な相関はない、とい

うことが分かっています（Liao et al., 2010）。

　つまり、４技能の各テストはそれぞれが英語コミュニ

ケーション能力について重要な情報を付加することが

示唆されたわけです。

テストは「何をどのように教え、学ぶのか」
を伝えるメッセージ

　

　また、テストは学生や現在・未来の働き手に届ける、英

語学習に関するメッセージでもあります。そのため、それ

が社会・教育にもたらし得る影響も考慮する必要があり

ます。

　TOEIC Programのように、ハイステイクスなテスト

（e.g., 採用、証明、入学、卒業などの目的で利用されるテス

ト）が「何を測るのか」は、「何をどのように教え、学ぶ

のか」といった側面にも影響を与える可能性があります。

というのも、ハイステイクスなテストの受験に臨む教員や

学習者はテストで測る技能に、より大きな力を注ぐため

です。

　この現象は、テストがもたらす教育・学習への「波及

効果」（washback）と呼ばれます。波及効果は、テスト

が適切な教育・学習モデル（例えば、４技能の習得など）

を後押しし、テストが提供する情報の適切な使用法を教

員が心得ている場合には、ポジティブに作用することが

あります。

　一方で、テストの影響によって、教員や学習者の注力

する方向性が、総合的な英語コミュニケーション能力の

構築につながらない言語知識や技能へと傾いた場合

には、ネガティブに作用することがあります。特定の技能

のテストのみを選択して受験することにより、より力を注ぐ

技能とそうでない技能とが生まれ、４技能のバランスが

偏ってしまうかもしれません。例えば、リスニングとリーディ

TOEIC Testsスコア（リスニング、リーディング、スピーキング、ライティング）間の相関性

Listening Score Reading Score Speaking Score Writing Score

Listening Score 1.00

Reading Score .76 1.00

Speaking Score .66 .57 1.00

Writing Score .59 .61 .62 1.00
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ングのみを受験対象としていると、スピーキングやライティ

ングに注意があまり向かなくなる恐れがあり、これらの技

能のレベルがほかの技能よりも低くなっていた、という結

果を招く可能性があります（詳しくはSection 6「TOEIC 

Programによるポジティブな波及効果」をご参照ください）。

４技能の相互補完性を重視し
効果的な教育・学習を

　

　さらに、長期的な視点で見た場合、特定の技能のみ

を受験する学習者は、全４技能を受験した場合に得ら

れていた可能性のある利点──言語学習速度の加速

──を享受できない場合があります。４技能は相互補完

的な関係にあり、また、先述の通り、土台となる言語知識

や基礎スキルを共有しています。そのため、４技能受験

により、言語学習の速度が加速する可能性があるので

す。例えば、スピーキングのテスト受験のために発音の

練習をした受験者は、それがリスニング力の向上につな

がっていることに気が付くかもしれません。また、４技能

受験を視野に入れた学習者は、例えば語彙を学習する

際、意味の理解だけでなく、コミュニケーションで実際に

使うために幅広い側面（品詞、音声、発音、綴り、プラグマ

ティクスやディスコースに関連する特徴）を学ぶ必要がある

ことに気が付くでしょう。このように、４技能受験のための

学習をする中で、受験者はひとつの技能の向上がほか

の技能の向上に寄与すると共に、それらの技能の土台

となる言語知識や基礎スキルの向上にもつながっていく

ことを実感するでしょう。

　以上から、受験者にはTOEIC Programによる４技

能受験を視野に入れた学習を推奨します。特定の技能

のみを受験するために学習する場合よりも、ポジティブ

な波及効果が期待できるでしょう。全４技能を測定する

ことにより、教員や学習者はTOEIC Bridge Testsや

TOEIC Testsが提供する学習者に関する情報──

総合的な英語コミュニケーション能力および各技能の習

得状況──を存分に活用しながら、人材選抜のための

意思決定、学習進捗の把握、フィードバックや学習指導

の提供、プログラム改善に当たることができます。

　英語コミュニケーション能力──関係し補完し合う

個々の言語技能の集まり──がTOEIC Programの

利用者の関心事であること、また、テストが教育・学習に

波及効果をもたらすことを踏まえ、TOEIC Programで

は全４技能の測定を通じて、受験者の総合的な英語コ

ミュニケーション能力を評価すると共に、その構築を促し

ていくことを強く推奨します。
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